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新
理
事
長

に
滝
鼻

卓
雄

(読
売
)
氏

 「ニ
ュ
ー
ス
は
内

幸
町

か

ら
」
を
標

榜

5
月

田
11
に
総
会

が
開
か
れ
第

17
期

の

理

事

・
監
事

(3

ペ
ー
ジ

  
が
決
ま
り
ま

し

た

こ
の
総
会

で
、
北
村
臣
任
氏

〔毎

目
新

聞

・社
長
〕
が
任

期

満
～

で
退
任
し
、

後

任

理
事
長
に
は
滝

鼻

車
雄
氏

〔読
売
新

聞

痕
京

本
社
社
長

・
編

集
主
幹
〕
が
就
任

し

ま

し
た
.

滝

鼻
新
理
戯
長

は

1

9
6
3
年

に
読
売

新

聞

に
人
社
、
社
会

部

長
、
総
務
局
長
兼

人
事
部
長
、
常

務
取
締
役
社
.長
室

.長

、
導

務
取
締
役
総
務

・広
報
担
当

な
ど
を

経

て
、

昨
年
1
月
か

ら

現
職

で
す

ク

ラ

ブ
で
は

こ
れ
ま

で
会
員

資
格
委
員
、長
を
務

め
て

い

ま
し
た
新
役
員
に
よ

る
初

の
理
嘱

会

が
総
会
を

.
時
中
断
し

て

開
催
さ
れ
、
滝
鼻

さ
ん
は

満
場

.
致
で
第

14
代

の
理
劇

長

に

圧
選
さ

れ
ま
し
た
、
副

理
事
長
、
甫
ゆ
務
理

事

、
各

委
員
会

の
委

員
.長

も
次

の

よ
う

に
決
定

し
ま

し
た
.

副
理
事
長

君
和

田
卍
夫

(再
任

・
朝

日

 

専

務

理
事

岩

崎

玄

道

(再
任

}

総
務
委
員
長

橋

本
達
明

(新
任

・
毎

日

)

資
格
委
員
長

落

多
恒
雄

(新
任

・
ー1
経
)

企

画
委
員
長

宇

治
敏
彦

τ

.
O

つ

I
O

O

一

.

東

京

都

F

代

旧

区

内

彰

町

.

.
ノ

.

.
ノ

日
本

プ

レ

ス

セ

ン

タ
ー

ビ

ル

◎

社

団

法

人

日

本

記

者

ク

ラ

ブ

〔.再
任

・
中
H

)

会

報
委

員
長

住

田
良

能

〔再
任

・産
経

)

施

設
委

員
長

 41
村
英

.

.郎

(新
任

・
N

H

K
)

.再
開
さ
れ
た
総
会

で
、
滝
鼻

理
事
長
は

挨
拶

し

、
「
ニ

ュ
ー

ス
は
内

幸
町

か
ら
」

を
合

い
⇒
口
葉
に
、
強
力

な
執
行
部
と
と
も

に
会

員

の
協
力

を
得

て
取
り
翻

み
た

い
と

抱
負
を

語
り
ま
し
た

写
真

〔産
経
提
供

)
は

同
11
夕
刻

の
会

員
懇
親

会

で
、
黒

田
勝
弘

さ
ん

〔産
経

}

の
ク
ラ
ブ
賞
受

賞

に
祝

辞
を
述

べ
る
滝
・界

理
事

長
.、
こ
の
パ
ー
テ

ィ
ー

の
席

で
も

コも

っ
と

ニ
ュ
:

ス
に
執
着

し

よ
う

よ
」
と
事

務

局
を

叱
咤
し
、
社
会

部
出
身
ら
し
く
率

直

に

「
雅
f
さ

ん
を
呼

ん
だ

ら
ど
う
だ

ろ

う
ね

」
と
会
員
と
も
話

し

て

い
ま
し
た
、

◇

昨
年

度
は
ジ

ャ
パ

ン

・
パ

ッ
シ
ン
グ

の

影

響
も

あ

っ
て
、
大
物

会
見

が
減
少
し
ま

し
た

.一
充
実
し
た
研
究

会

で
な
ん
と
か
埋

め
合

わ
せ
た
格

好

に
な

っ
て

い
ま
す
.

9

月

ま

で

に
は

ホ
ー

ム

ペ

:
ジ
を

立
ち

あ

げ
、
す

べ
て
と
は

い
き
ま

せ
ん
が
、
こ
う

し
た

研
究
会
や
歴
史

的
な
会
見

の
デ
ー
タ

ベ
ー

ス
化

を
は

か
り
ま
す
.
持

ち
場

を
離

れ
ら
れ
な

い

.
線
.記
著
や
地

方
会
員

の
参

考

に
な
れ
ば
と

考
え

て
い
ま

す
。

そ
れ
は
そ
れ

と

し
て
、
や
は
リ

ク

ラ
ブ

と
し

て
は
も

っ
と

ニ
ュ
ー

ス
に
こ
だ

わ
る

の
が
本
筋
だ
と

思

い
ま
す
。

「
公
式
会

見
」

の

疋
着
、
航肛
視

と

い
う
こ
と

も

、

こ
の
ク

ラ
ノ
の
使
命

の
よ
う

に
思

い
ま
す

.

谷
易

な

こ
と

で
な

い
の
は

承

知

で
す

が

歩
を
踏

み
出

さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ

ん

現
に
先
月

、
絶
好

の
タ
イ

ミ

ン
グ
で

行

わ
れ
た

、

武

部

自
民

幹
事

、長

の
会

見

二
?

25
)

で
も
、

現
役

記
者

の
質

問
は

ゼ

ロ
で
し
た

、
郵

政
民
営
化

法
案

の
国
会

審
議
人
り
蔚

目

で
、
H
中

で
の
靖

国
問
題

が
あ

の
状
態

の
時

で
す
.
.平
河

ク

ラ
ブ

の

記
者
も
多

数
出

席

し
、

り
台

を
超

す

テ
レ

ビ
カ
メ
ラ
が

人

っ
て

い
ま
し
た
、

最
初

に
歳

っ
た
細
島
泉
会

員

〔.兀
毎
日

編
集
局
長

)

の
質

問
は
、
味

の
あ

る
表
現

で
小
泉
首
相

の
靖

国
参
拝

の
核
心

を
、
幹

馴
長

に
た
だ
す

も

の
で
し
た
,

し
か
し
、

中
に
は
何
が
質

問
な
の
か
も

.分

か
ら
な

い

も

の
も
あ
り
ま

し
た
、.
オ
ー
プ

ン
な
会
見

は

つ
ね

に
玉

石
混
活

で
す
が
、

や
は
り
玉

が
多
く
な
く

て
は
困
り
ま
す

.、

運
営
L

で

の
工
夫

の
余
地
も
あ

り
ま
す

が
、
記
者
会

見

に
出
席
す
る
限
り

は
、
現

役
で
も

O
B

で
も

、
も

っ
と

ニ

ュ
ー
ス
を

引
き
出
す

こ
と

に
集
中
し

て
も

ら

い
た

い

も

の
で
す
,

(岩

崎
玄
道
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い
ま
ほ
ど
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
が
大

切
だ

と
期
待

さ
れ

て

い
る
時
代
は
な

い
と

思

い

ま
す
、
日

々
揺

れ
動
く
”
ニ
ュ
ー

ス

の
海

”

の
中
で
、
ジ

ャ
ー

ナ
リ
ス
ト

一
人

.
人

の

活
動
。
そ

の
存

在
感

の
重

み
を

ひ

し
ひ

し
と
感

じ
る
毎

日
を
私
は
過

ご
し

て

い

ま
す
.

ち

ょ
う

ど

そ

の
時
、
口
本
記

者

ク
ラ

ブ

の
理
事

長

に
就
任
し
ま
し
た
。

ク

ラ
ブ

の
運
営
方
針
に

つ
き

ま

し
て

は
北
村
前

理
事

長

の
方
針
通
り

実
行

す
る

だ
け
で
す

。
特

別

の
変
更
は
あ
り

ま

せ
ん
。

特

に
今

回

の
執

行
部
は
、
各
委

員
会
委
貝

長
を
は
じ
め
と

す

る
方

々
が
強

カ

メ

ン
バ

杉
田
前

理
.事

長

の
任
期
を
途

中

で
受
け

継

い
で
か
ら

の

2
年
余
を
、
無

事
過

ご
す

こ
と
が
で
き

て
、

ホ

ッ
と
し
て

い
ま

す
。

「
無
事

」

で
満

足
す

る
と
は

な

に
ご
と

か
、
と

の
お

し
か
り
が
あ
る
か
も

し
れ

ま
せ
ん
。

「
情
報

発
信

基
地

と
し

て
の
機

能

を

高
め
る
た
め

に
、
各
社

の
現
役

が
ど

ん

ど

ん
幽

人

り

す

る

ク

ラ
ブ

で
あ

り

た

い
。
東
京

か

ら
離
れ
た
場
所

に

い
る
会

員

に
と

っ
て
、

も

っ
と
利
用
価

値

の
あ
る

ク
ラ
ブ
で
あ
り
た

い
」
ー

私
は
就
任
時

に
そ

の
よ
う

に
申

し
ま
し
た
。

企
画
委

員
会
を

は
じ
め
多
.く

の
会
員

の

1

で
あ

り
ま
す

の
で
、

何

の
心
配
も
し

て

い
ま

せ
ん
.

今

後

と
も
わ

が
国

の
情
報
発
信

の
セ

ン

タ
ー
的

な
機
能

を
果
た

し
、

さ
ら
に
そ

の

こ
と
を
願

っ
て

い
ま

す
。

本
来

日
本
記

者

ク

ラ
ブ
は
、
単

な

る
会

員

相
互

の
懇

親

の
場

所
だ

け

で
は

な
く

て
、
世
界

の
メ

デ

ィ
ア
に
影
響
力

の
あ

る

ニ

ュ
ー

ス

の
争
奪
戦

を

▼
滝
鼻

卓
雄

機

能

を

.
層
高

め

て

い
き

た

い
と
考
え

て

お

り

ま
す
.
そ

の
た

め

に
各
種

の
記
者
会

見

、

研
究
会
、

パ
ー

テ

ィ
ー
が

ニ
ュ
ー

ス

発
信

の
基
地
と

し

て
有

効

に
活
川
さ
れ

る

ご
努

力

で
、
昨
年

度
だ

け

で
70
回
も

の
記

者
会

見

、
42
回

も

の
充

実

し
た
研
究
会

・

懇
談

会

が
実
施

さ
れ
ま

し

た
。
し
か
し
、

そ

れ

が
直
接
新

聞
、
放

送

の
ニ
ュ
ー
ス
源

ニ
ュ
ー
ス
発
信

基

地
で

あ

っ
て
ほ
し

い
と

願

っ

て
い
ま
す
。

ニ

ュ
ー

ス

発
信
機
能
を
充

実

さ
せ

る

こ
と
が
、
私

の
任
務

と
心
得

て
い
ま

す

.

す
べ
て
の
会

員

の
皆
さ
ま
と
力

を
合

わ

せ
て
、
「内

幸

町

発

の

ニ
ュ
ー

ス
」

を
実

行
し
た
い
と
決

意

し

て
い
ま
す

.

ジ

ャ
ー
ナ

リ

ス
ト
た
ち
は

.
ニ

ュ
ー

ス

そ
れ
に
し

て

も

2
年

間
に
わ
た

り

、
役

員
、
会
員
、
事

務

局

の
皆
さ
ん

に
は
大
変

お
世
話

に
な
り

ま

し
た
。

一
致
し

て
ク

ラ

ブ

の
活
動

に
貢

献

し

て
い
る
方

々

に
は
、

プ

ロ
の
力
量
と
責
任

▼
北
村

正
任

に
な

る
割
合
は

、
相
変

わ
ら
ず
低

い
と

い

わ
ざ

る
を
得
ま

せ
ん
..

こ
の
点

で
の
私
自

身

の
取

り
組
み

が
不
足

だ

っ
た
と
反
省
し

て

い
ま
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ

こ
そ

が
口

本

の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ

ム

の
本
拠
地
だ
と

い
う
共

通
認
識
が
あ
る

そ

の
こ
と
を
痛
感

し

て

い

ま

す
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
じ
て
あ

ら

ゆ
る

情
報
が
飛
び
交

い
、
個
人
が
そ
れ

を
受
け

る
こ
と
も
発
す

る

こ
と
も
白
由

自
在

に
な

っ
た
時
代
に
、

ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム

な
ど
不

の
海

”
で
白
山

に
泳
ぎ

ま
わ

っ
て

い
ま

す
。
彼

ら
彼
女
ら

の
牙

は
鋭

い
だ
け

で

な
く

、
そ

の
手

目
に
は
あ
く

ま
で
貧
欲

で
す

。

ロ
本
記
者

ク

ラ
ブ

は
そ

の
欲
望

に

こ

た

え

る
義

務

が

あ

る
と

考

え
ま

す
。「
ニ

ュ
ー

ス
の
修

羅

場

」
と

言
え
ば

過
激

に
聞

こ
え
る
か
も

し

れ
ま
せ
ん
..

し
か

し
、
毎
回

の
記
者

会
見

が

ニ

ュ
ー

ス
の
争

奪
戦

に
な

ら
な
け

れ
ば
、
と

ひ

そ
か

に
願

っ
て
い
ま
す
。

(読
売

新
聞
東
京
本
社
代
表
取
締
役
社

長

・
編
集
直
幹
}

.要
だ
と

い
う
、
誤

っ
た
意
見

が
あ
り
ま

す
。デ

マ
も
あ
り
野
次
も

あ
り

、
故
意

の

情
報
操

作
も

エ
ロ
も

グ

ロ
も

、
な
ん
で

も
あ
り

の
「情
報
」
社
会

だ

か
ら

こ
そ
、

真
実
を

見
極
め
、
正
確

に
伝

え
る
プ

ロ

の
力
を

持

っ
た
ジ

ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
存

在

意
義

は
高
ま

っ
て

い
ま
す

。

滝
鼻

新
理
事
長

の
も

と

、

こ
の
根
拠

地
が
ま

す
ま
す
強

固
な
も

の
に
な
る
よ

う
、
私

も
お
役
に
立
ち

た

い
と
思

っ
て

い
ま
す

。、(毎
日
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長
〕
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第

66
回

通

常

総

会

5
月

16

11

(月

)

ク

ラ

ブ

宴

会

場

日
本
記
者
ク

ラ
フ
の
第

研
回
総
会

〔2

0
0

5
年
度
通

常

総
会

一
は
、
出

席
法

人
会
員

31
社
、
委

任
法

人
会
貝

1

0

1
社
、
計

1
3
2
社

の
出
席
を
も

っ
て
成
立

(定
足
数

74
社

)
、
定
款

23
条

に
よ
り

、
北
村
正
任

理
事

長
が
議
長

に
な
り
開
催
さ
れ
た
。

2

0
0
4
年
度
事

業

報

告

(前
号

既
報

〕、

同
収

支
決

算

な
ら
び

に
繰
越

収
支

差
額
処
分

(
4
ぺ
ー

ジ
参

照
)
を

第

17

期

役

員

(2
0
0
5
・
5
～
2

ー

了

5
}

*
役
職
は

5
月
16
口
現
在

◇
理
事
長

(新

〕

滝
鼻

卓
雄

読
売
新
聞
社
東
京
本
社
代
表
取
締
役
社
長

・

編
集
k
幹

◇
副
理
事
長

[再
)

君
和
田
正
夫

朝

日
新
聞
社
代
表
取
締
役
専

務

・
編
集
担
当

◇
専
務
理
事

〔再
)

岩
崎

玄
道

事
務
局
長

◇
理
事

・
総
務
委
員
長

〔新
)

橋
本

達
明

毎

口
新
聞
社
専
務
取
締
役
、
主
筆

◇
理
事

・
会
員
資
格
委
員
長

薪

)

喜
多

恒
雄

口
本

経
済
新
聞
社
常
務
取
締
役
社
長
室
長
、

広
報

・法
務
・グ
ル
ー
プ
戦
略

担
当

◇
理
事

・
企
画
委
員
長

〔再
)

宇
治

敏
彦

中
[
新
聞
社
常
務
取
締
役

・
東
京
本
杜
代
表

兼
論
説
担
当

理
事
会
案
ど
お
り
承

認
し
た

.

続

い
て
第

17
期
役

員
の
選
任

に
移
り

、
役
員

選
出
委

員

会

の
原
案
通
り
理
事

29
人
、
監
事

3
人

を
決
定

し
た
。

こ
の
後
、
総
会

は

.
峙
休
憩
と

な
り

、
新
役

員
に

よ
る

理
事
会
が
別
室

で
行

わ
れ
、
理
事

長

に
滝
鼻
廓

雄
氏

(読

売

新
聞
)
、
副
理

事

長

に
君
和

田
正

夫
氏

(朝

日
新

聞

)

を

圧
選
。
専
務
理
事

に
岩
崎
玄
道
事

務

局
長
を
再

任
し

た
、

さ
ら
に
総
務
、
会

員
資
格
、
企
.画
、
会

報
、
施

設
運
営

の

各
委
貝
会
委

員
長

を
別
記
の
よ
う

に
決

め
た
,

退
任
し
た
北
村
前

理
事
長
は

、
再

開
さ
れ
た
総
会

で
次

の
よ
う

に
あ

い
さ

つ
し
た

、
「
皆

さ

ん

の
ご
協

力

で
無
事

大
任
を
果
た
す

こ
と

が
で
き
感
謝

し
た

い
、
口
本
記
者

ク

◇
理
事

・
会
報
委
員
長

〔再
〕

住
田

良
能

巌
経
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長

◇
理
事

・
施
設
運
営
委
員
長

戸新
)

石
村
英
二
郎

日
本
放
送
協
会
理
事

・
放
送
総
局
副
総
局
長

◇
理
事

国
分

俊
英

共
同
通
信
社
僧
務
理
事

・
編
集
総
本
部
長

∵
.橋

清
.
.

時
事
通
信
社
取
締
役
労
務

・
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

担
当

杉
江

良
之

北
海
道
新
聞
社
東
京
支
社
長

賢
中

大
蔵

西
日
本
新
聞
社
東
京
支
社
長

竹
内

希
六

新
潟
日
報
社
取
締
役
編
集
局
長

大
前

占
文

中
国
新
聞
社
東
京
支
社
長

秋
山

勇
雄

静
岡
新
聞
社
東
京
支
社
長

妹
尾

務

徳
鳥
新
聞
祉
東
京
支
社
長

花
田

筋

福
島
民
報
社
代
表
取
締
役
社
長

小
松
崎
和
夫

報
知
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長

金
平

茂
紀

東
京
放
送
報
道
局
長

ラ
ブ
が
地

方
会

員
社
に
と

っ
て
も
存
在
意
義

の
あ

る
、
ま

た
現
役

記

者

が
も

っ
と
集
ま

り

ニ
ュ
ー
ス
の
発

信
基

地
と

し
て

の
機

能

を
高
め
、
ジ

ャ
ー

ナ
リ
ズ

ム
の
メ

ッ
カ
と
し

て
の
位
置

づ

け

に
な
る

こ
と

を

期
待
し
た

い
」
。

な
お
新

理
事
会

は
、
慣

例

に
従

い
、
北
村
氏

に
記

念
晶

を
贈
る

こ
と

を
決
め
た
、

◇

総
会

の
席

ヒ
、
本
年
度

の
H
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞

の
表
彰

式
も
行
わ

れ

、
黒
田
勝
弘
産

経

新
聞

ソ
ウ
ル
支

局

長

・
論

説
委
貝

に
賞

状
と
副
賞
と
し

て
プ

ラ
チ
ナ
製

の
記
念

メ
ダ

ル
が
贈

口L
さ

れ
た
.

一

島
田

洋

.

[
本
テ
レ
ビ
放

送
網
取
締
役
執
行
役
員
報
道

局
長
兼
解
説
委

員
長
兼
報
道
審
査
委
員
長

大
戸

宏

フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
常
務
取
締
役

中
井

靖
治

テ
レ
ビ
朝
目
常
務
取
締
役
報
道
局
長

藤
井

実

テ
レ
ビ
東
」暴
常
絡
岬取
締
役
経
田冨
戦
略
[局
、
メ

デ
ィ
ア
開
一発
局
担
当

森
岡

啓

人

読
売
テ
レ
ビ
放

送
執
行
役
11
報
道
局
長

佐
藤

重
喜

文
化
放
送
代
表

取
締
役
社
長

高
木

正
春

大
分
放
送
東
京
支
社
長

村
ヒ

重
美

日
本
新
聞
協
会
専
務
理
事

玉
川

寿
夫

日
本
民
間
放
送
連
盟
専
務
理
事

佐
藤

嘉
男

円
本
プ
レ
ス
セ

ン
タ
ー
専
務
取
締
役

◇
監
事

碓
井

洋

岐
単
新
聞
社
束
京
支
社
長

野
方

正
治

熊
本
日
11
新
聞
社
取
締
役
東
京
支
社
長

笹
原

嘉
弘

札
幌
テ
レ
ビ
放
送
専
務
取
締
役
編
成
局
長

〔3)
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2004年 度 収 支 計 算 書 自2004年4月111

豪2005年3月31日

次 期繰 り越 し収支 差額処 分

2㏄呵年度決算の結果生 じた次 期繰 り越 し収支差額

67.876.809「llのうち、2,000万円 を退職準備積立預金に、

2.㎜ 万円を資産準備積L乞預金にそれぞれ積み増 し、

27、876.809FIを 次期 に繰 り越す。

(4}
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貸 借 対 照 表

2005年 ・3月31B現f葦:

 

〈
法
人
会
員
代
表
変
更
V

徳
島
新
聞
社

(新
)
松
村

寛

理
事
社
長

(旧
)
坂
田

雄
幸

日
経
映
像

(新
)
鈴
木

民
.二

代
表
取
締
役
社
長

(旧
)
池
田

正
義

麟
会
議
報
告

懸

第

窺
回
会
員

資

格

委
員
会

(5

・
12

小
会
議
室
〕

6
月

1
[
付

の
会
員

人
退

会

を

審

議

し
、
理
事
会

に

答
申
し
た
。

出
席

伝
川
、

帆
江
、
金
子
、

伊
藤

、
山

本
、
今

田

の
各
委

員
。

第

鯉
回
会
報
委

員
会
〔
5
・
16

小
会
議
室
)

5
月
号

に

つ

い
て
意
見
交
換

し

た
後
、

6
月
号
の
編
集

に

つ
い
て
協
議

し

た

。

出
席

住

田
委

員
長

、
橋

場
、
永

井
、
中

園

、
福

沢
、
布

施

、
仙
石

の
各
委

員

。

第

姻
回
理
事
会

(
5

・
16

大
会
議
室
)

①
第

17
期

の
理

事
長
、

副
理
事
長
、
専

務

理
事

を

互
選
。

総
務
、
会

員
資
格
、
企
画
、

会
報

、
施

設
運

営

の
各

委
員
会
委
員
長
を

決
定

し

た
。

②

北
村
前

理
事

長

に
対

し
、
慣
例

に
従

い

記
念
品

を
贈
る

こ
と
を

決
定

し
た
。

出
席

滝
鼻

理
事

長
、
岩
崎
専
務

理
事
、

橋

本

、
国

分
、
...橋
、

野
中
、
秋

山
、

妹
尾

、
花

川
、
小

松
崎
、
石

村
、
金

平
、
島
田
、
中
井
、
森
岡
、

佐
藤

(重

)
、
高
木
、
村

ヒ
、
佐
藤

(嘉

)

の
各

理
事

.
碓

井
監
事
、

第
舖
回
企

画
委
員

会

〔
5

・
17

宴
会
場
}

新
委
員

の
三
好

晴
海
日
本
民

間
放
送
連

盟
番
組
部

長

(旧

・
中
谷
洋

一
氏

 
を
委

員
長
が
紹
介

し
た
あ
と
、
8
月

18
、

19
両

目
に
開
催

予
定

の

「記
者
研
修

会
」

の
テ

ー

マ
や
ゲ

ス

ト
候

補

に

つ
い

て
協

議

し

た
.
ま
た

、
新

し
く

ス
タ
ー
ト

さ
せ

る
シ

リ
ー
ズ

研

究

会

「憲

法
問
題

」

(仮
題

)

に

つ
い
て
意
見

を
交
換
し
た

ほ
か
、
今
後

の
ゲ

ス
ト
候

補

な
ど
も
協
議
し

た
.

出
席

宇

治
委

員

長
、
村
松
、
帆

江

、
山

田
、
橋

本
、
岡
田

(直
V
、
矢
島
、

春

名

、
稲

田
、
菅
沼
、
影

山
、
川

戸
、

斉
藤

、
井
田
、
和

出
、
岡

田

(晃

)
、
鳥

居
、
三
好
、

長
沢

の
各

委

員

。

〈
寄
贈
書

V

日
本
警
察
官

僚

総
合
年
鑑小
山
善

一
郎
会
貝

く
招
待
券

V

朝
日
新

聞
社

か
ら

「世
界

報
道

写
真
展

2
0
0
5
』
を

ご
寄
贈

い
た
だ
き

ま
し
た
。

(5)
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'

・き今

回

の
受

賞

は

ほ
ん
と

う

に
う

れ

し

い
..そ
れ
に
は

い
く

つ
か

の
理
由

が
あ

る

.

ひ
と

つ
は
こ

の
と

こ
ろ
ソ
ウ
ル
で

の
ぼ
く

の
記
者
活
動

に

い
ろ

い
ろ
難

し

い
こ
と

が

起
き

て
い
て
、

こ

の
受
賞
が
大
き

な
支

え

に
な

っ
て
く

れ

る

の
で
は
な

い
か
と
期
待

し

て
い
る
か
ら
だ

..

近
年

の
韓

国
事

情
で

い
え
ば

、
紙
面

で

も
し
ば
し
ば
伝

え

て
き
た
よ
う

に
、
韓

国

社
会
は
民
主
化

の
ひ
と

つ
の
結
果

と
し

て

北
朝
鮮

に
対

し
す

こ
ぶ
る
融
和
的

に
な

っ

て
い
る
..
今

や
北
朝

鮮
批
判

に
対

し

て
は

政
治
的
、
社
会

的

圧
力

さ
え
か
か

る
と

い

う

時
代
な

の
だ

.、

こ
れ
と
ど

こ
か

で

つ
な
が

っ
て

い
る

の

か
も
し
れ
な

い
が

、
反
U
ナ

シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
も
ま
た
局
面

に

よ

っ
て
は
昔
よ
り

も
強

く

な

っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
目
本

が
ら

み

で
は

「
異
論
は
許

さ

な
い

」
と

い
う

社
会

的
雰
囲
気
が
強

い

、
こ
の
親
北

・
反

日

ム

ー
ド
は
と
く

に
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
陛

界

で

顕
著

に
見
ら
れ
、

そ
れ
を
既
存

の
新

聞

や

テ
レ
ビ
そ
し

て
政

治
世
界
が
”世

論

”と

し

て
重
宝
が
る
。

そ

の
結

果
、
北
朝

鮮

の
現
状

に
厳
し
く

、

[
本
に

つ
い
て
は
新

し

い
歴
史

教
科
書
作

り
を
支
援
す

る
な
ど

、
口
本

の

「
保
守

化

・

右
傾

化
を
主
導

し

て

い
る
」
と
見
ら

れ

て

い
る
産
経

新
聞
や

ぼ
く

へ
の
風

当
た

り
が
非
常

に
強

い
。
韓
国

の

一

部

メ
デ

ィ
ア
や
左
派

・
反
日
団
体
な

ど
は
産

経
新

聞

ソ
ウ

ル
支

局

の
閉
鎖

や

ぼ
く

の
国
外

追
放

さ

え
・下
張
し
て

い
る
..

ご

く

一
例
だ

が
こ
ん
な

こ
と
も
あ

る

.
「
日
本

と

の
過

去

に

つ
い
て
は

も
う
触

れ
な

い
」
と
何

回
も

公
言
し

て

い
た
大
統
領

が

コ
..
・

一
節
記
念

演

説
」

で
突
然

、
日
本

に
対

し
あ
ら

た
め

て
謝
罪
と

反
省
と

賠
償
を
求
め

る
と

発
言

し
た

.

そ

の
翌

日
、

外
相
会

見

で
ぼ
く
は

「国

家

的

に
は

謝
罪

は

も
う

終

わ

っ

て

い
る
は
ず
.

政
権
交
代

の
た
び
に

謝
罪

要
求
と
は

正
常
な
外

交
だ
ろ
う

まだまだ負けへんよ

黒田 勝弘(整 鞭 窯ル計}19

か
.
次

は

ど

ん
な

か
た
ち

の
謝
罪

が

必
要
な

の
か
」

と

質

問

し

た

の

だ

が
、
こ

の
質

問

を

「不
遜

な

妄

、冒

」

と
す
る
韓

国

メ

デ

ィ
ア
に
よ

っ
て
名

指
し
で
袋

た
た
き

に
さ
れ

て
し
ま

っ

た
,ほ

か

に
も

い
ろ

ん
な
こ
と

が
あ

る

が

、

と

に
か
く
最
近

、
韓
国

に

お
け

る
産
経
新
聞

お
よ
び

ぼ

く

に
対
す
る
バ

ッ
シ

ン
グ

は

激

し

い
、
偶
然

(
つ
・)
と

は

い
え
、
そ
ん
な
中

で

の
受

賞

だ

け

に
、
ぼ
く

に
と

っ
て

は

実

に
う
れ
し
く
、

あ

り
が

た

い
。

さ

ら

に
ボ
ー
ン
E

田

記
念

国

際

記
者
賞

(
ユ
9

9
2
年

度

)

の
時
に
も
感

じ

た

の
だ

が

、
朝

鮮
半
島

.
筋

で
や

っ

て

き

た

“
か

ら

(韓

)

行

き

さ

ん

”
の
長
年

の
活

動

に
対

す

る
評
価
と
し
て
も

う

れ

し

い
。

こ
れ
は

ソ
ウ
ル
駐

在
を

限

り

な
く
認
め
て
く

れ

て

い

る

産

経
新
聞
の
お

か
げ

で
も

あ
る

。

前

述

の
バ

ッ
シ
ン
グ
を
含

め
、
韓

国
-

朝

鮮
半

島
は
口
本
人
記

者

に
は
実
に
面
白

い
。
緊
張

が
ら
み
で
ぜ
ん

ぜ
ん
飽
き
な

い
。

や
り

が

い
も
尽
き
な

い
。

も

う

ひ
と

つ
の
う
れ

し

さ
は
ト
シ
の
こ

と

だ
。

60
歳
を
超
し
た

現
役

記
者
と
し

て

の
評

価

も

し

て
も

ら

っ
た

と

思

っ
て

い

る
。
今

ソ
ウ

ル
の
内
外

記
者

の
中
で
は
現

場

記

者

と

し

て
は

ぼ

く

が

最
年

長
だ

ろ

う

,、
年

の
功
と

い
お
う

か
、
あ

る

い
は
儒

教
社

会

の
伝
統
だ
ろ
う

か
、

そ
れ
な
り

に

い
つ
も

一
目
お
か
れ

る
こ
と

の
快
感
も

楽

し

い
,

昨
年

、

ソ
ウ
ル
で
白
内

障
を
手
術

し
[

も
よ

く
見
え

る
よ
う
に
な

っ
た
..
尿
酸

値

は
節
制

で
落
と
し
た
。
長
年

の
単
身
赴

任

だ
が
韓

国
食
と
韓
国
各

地

を
巡

っ
て

の
釣

り

で
健

康
も
万
全

だ

、

「
ま

だ

ま
だ
負

け

へ
ん
よ

」
L

、
重

ね

て
受
賞

に
感
謝
し
ま
す
.

〈

う

だ

・
か

つ
ひ

ろ

1

9

4

1

年

生

ま

れ

大

阪

市

出

身

.

京

部

大
学

経

済

学

部

卒

.

64
年

共

同

通

信

人

祉

.

8G
1

84
年

ソ
ウ

ル
支

局

長

、

85

1

88
年

外

信

部

次

.長

89

年

産
経

新

聞

へ
移

り

、

以

来

ソ
ウ

ル
支

局

長

栽

論

説

委

員

92
年

度

ボ

ー

ン

・
L

川
記

念

国

際

記

者

賞

受

賞

嵜

溜

は

約

30

冊

に

お

よ

ぷ

近

著

と

し

て

は

『
ソ
ウ

ル
が

平

壌

に

な

る

⊥

〔ビ

ジ

ネ

ス
社

〕

一,昭

和

天
皇

語
録
」

〔講

談

社

学
術

文

庫

ゴ

『韓

国

を

食

べ

る

」

〔文

春

文

庫

〕

『
日

柳

新

考
」

[扶

桑

社

文

庫

 

「
ア

ジ

ア
裏

メ

シ

街

道

』

〔阪

急

コ
ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

ズ

一
な

ど

..

韓

国

内

で
出

版

さ

れ

た

著

詐

と

し

て

は

「韓

国
人

あ

な

た

は

何

者

か
』

(
1

9

8

3
年

韓

同
内

で

ベ

ス
ト

セ

ラ

ー

に
〕
な
ど

5
冊

、

〔6}
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山
折
哲
雄

さ
ん

の
・記
念

講
演

の
後
、
竿
後

5
時

30
分

か
ら
会

員
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
、
出
席
者

励
人

で
黒
田

勝
弘

さ
ん

〔産
経

 
の
ク

ラ
ブ
賞
受
賞
を

お
祝

い
し
ま

し
た

一
こ'.、'・'1=労さ ま でL.た 」 こ のIIの 総 会 て 退 仔:し た.iL桐II..任 前F}1'll.長:[P央1と
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」[



2005.6.10No.424

山
折

哲
雄

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
長

酪
無
博
翫
靭
ザ
雄
聡
絵
躍
念
蹄
轍
ム囲柳
人

▼
パ

ク
ス

・
ヤ
ポ

ニ
カ

の
可
能
性

宗
教
学
、
思
想
史
が
専
門
の
山
折
さ
ん

は
、
H
本
人
の
宗
教
性
、
生
命
観
の
分
野

で
現
在
、
最
も
耳
を
傾
け
さ
せ
る
人
物
だ
。

以
下
、
極
め
て
乱
暴
な
が
ら
、
1
時
間
の

講
演
を
要
約
す
る
と
ー

。

日
本

の
歴
史

に
は
、
平
安

3
5
0
年

、

江

戸

2
5
0
年

の
2
度

、
長
期
平
和

の
時

代

が
あ

っ
た
。
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
に
も
イ

ン
ド
、

中
国

に
も

こ
れ

ほ
ど

の
長
期
平
和
は
な

か

っ
た

。
そ
の
平
和

の
原
理

は
、
軍
事

力

が

支

え

た
パ
ク
ス

・
ロ

マ
ー
ナ
や
パ
ク

ス

・

ブ

リ
タ

ニ
カ
と
は
全
く

異
な
り
、
宗

教

が

大

き

い
役
割
を
果
た

し

て
い
た
。

平
安
時
代
に
は
、
仏

教
と
神
道

が
う

ま

く

習
合
、
さ
ら
に
、
象
徴

天
皇
制

で
は
政

治

的
権
力
と
宗
教

的
権
威

が
両
輪
と
な

っ

て
国
家
が
経
営

さ
れ
た
。

江
戸
の
2

5
0

年

で
は
、
家
康

が
制
定

し
た
武
家
、
公
家

、

寺
家

の
三

つ
の
諸
法
度

で
、

社
会
は

3
す

く
み
の
構

造
と

な
り
、
江

戸

の
武
力
、
京

都
の
文
化

・
儀

礼

、
氏
神
と
菩

提
寺

の
神

仏
共
存
体

制
が

社
会
を
安
定

さ
せ
た
。

加
え

て

「
た

た
り
と
鎮
め
」

が
独
自
な

文
化
だ

っ
た
。

万
葉

や
源
氏
物

語
、
謡
曲

の
世
界

の
御

霊

、
物

の
怪
、
亡

霊
は
、
僧

侶
の
加
持

祈
祷

、
祈
り
で
鎮

め
ら
れ
、
か

え

っ
て
民
衆

の
守
護
神
と
な

っ
て
い
く
。

国
家
と
宗

教

が
正
常
な

バ

ラ
ン
ス
関
係

に
あ
る
こ
と

の
大
切
さ
が
、

日
本

の
歴
史

の
教
訓
で
あ

る

・…
・・。

「
日
本

に
は

平

和

の
時

代

に

つ
い
て
の

研
究

は
皆

無

だ

っ
た
」

「
鎌
倉

時

代
は
宗

教
改
革

の
時
代

で
は
な

い
」

な

ど

の
指
摘

も
興
味

深

か

っ
た
。
パ
ク

ス
・
ヤ
ポ

ニ
カ
、

日
本

の
平
和
力

は
、

つ
ま

る
と

こ
ろ
、
公

家

の
非
暴

力

の
文
化

、
た
た
り

を
鎮
め
る

祈
り
に
あ

る
と

い
う

の
が
山
折

さ
ん
の
考

え

の
よ
う

だ

。

神
仏
分
離
を

進

め
、

一
神

教

の
都
市

を
形

成
し
た
明
治

政
府

の
思
想

は
、

い
わ

ば

そ

の
対
極
だ

っ
た

。

今
、
日
本

は

、
近
隣
国
か

ら
罵
倒

さ
れ
、

敵
視
さ
れ

、
信

頼
も
愛
情
も

勝
ち
得

て
い

な

い
。

こ

の
事

態

に
日
本
文

明

は
ど
う
立

ち
向
か
う

の
か

。
考
え
さ
せ

ら
れ

る
。

個
人
会
員

(読
売
新

聞
出
身

)

森
脇

逸
男

ノ

マ
ハ
ム
ー
ド
・ア
ッ
バ
ス

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
議
長

郎
.顧
趣

舞

窺
モ
帥
耕
廉
鯛
燃

▼
前

議

長
と

対

照

的

な
個
性

ア

ッ
バ
ス
氏

の
前

任

の
ア
ラ
フ

ァ
ト
議

長

(故
人
)
と

は
何
度

か
会
見
し
た

が
、

穏

や
か
に
終
わ

っ
た
た

め
し
が
な

い
。
愚

問
を

発
す

る
と

説

教

さ
れ
る
し
、
批
判

が

ま

し

い
質

問

に

は

猛

然

と
反
論

し

て
く

る
。

だ
が
、

ア

ラ

フ

ァ
ト
氏
の
目
は

い

つ

も
笑

っ
て
い
た

。

来

日
し
た
ア

ッ
バ

ス
議

長

の
会
見

に
出

席

し

て
、
前
議
長

の
茶

目

っ
気

た

っ
ぷ
り

の
叱

声
を

思
い
出
し
た

。

ア

ッ
バ
ス
議

長

は
私

の
つ
た
な

い
質

問

に
も
淡

々
と
実

直

に
答
え

た
。
ど
こ

か
愛

嬌

の
あ

る
ア
ラ

フ

ァ
ト
氏
と
は
違

っ
て
秋

霜
烈

日
の
雰
囲
気

で
あ

る
。
会
見
を

ア

ラ

ビ

ア
語

で
通
し

た

の
は
、
議
長
と
し

て

の

初

来

日
で
自
分

の
意

思
を
正
確
に
伝

え

て

お
き
た

い
と
思

っ
た

の
だ

ろ
う
。

2
人

の

個

性

の
差
は
、

パ

レ

ス
チ

ナ
問
題
が
大

衆

運
動
か
ら
審
室
の
政
治
交
渉

へ
と
軸
足
を

移
し
て
い
る
象
徴
の
よ
う
に
も
思
え
た
。

パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢
は
相
変
わ
ら
ず
厳
し

い
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
交
渉
を
軌
道
に
乗

せ
る
の
は
容
易
で
は
な
く
、

ハ
マ
ス
な
ど

の
原
理
主
義
組
織
に
ど
う
対
処
す
る
か
と

い
う
問
題
も
あ
る
。
ま
さ
に
内
憂
外
患
、

難
問
山
積

の
現
状
が
今
後
、
改
善
す
る
ど

こ
ろ
か
悪
化
す
る
恐
れ
も
あ
る
の
だ
。

議
長
が
日
本
の
政
治
的
関
与
に
期
待
し

た
の
は
、
状
況
安
定
へ
の

「
重
石
」
が
ほ

し
い
か
ら
だ
ろ
う
。
小
泉
首
相
と
の
会
談

で
は
日
本
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス
チ
ナ

の
首
脳
会
談
を
東
京
で
開
く
構
想
も
話
し

合
わ
れ
た
。
実
現
性
は
と
も
か
く

「
仲
介

は
米
国

の
役
目
」
と
い
う
既
成
概
念
を
超

え
た
、
興
味
深
い
構
想
で
あ
る
。

パ
レ
ス
チ
ナ
は
、
和
平
交
渉

の
閉
塞
状

況
に
何
と
か
風
穴
を
開
け
た

い
。
日
本
と

し

て
も

、

経
済
面
だ
け

で
な
く

政
治
的

に
貢
献

し

た

い
気
持
ち
が
あ

る
。
と
も

に
平
和

を
願
う
思

い
が

「東

京

3
首
脳

会
談
横
…想
」
と
し

て
形
を
と

っ
た
の
だ

ろ
う
。

近
く
来

日
す
る
は
ず

の
シ
ャ
ロ

ン

・
イ

ス
ラ

エ
ル
首
相

の
対
応

に
注
目

し
た

い
。

毎

日
新

聞
論
説
委
員

布

施

広

(8)
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吉
冨

勝

経
済
産
業
研
究

所
長

稲
.費
水
卸
雛
舘
東
鶴

.,儲
体

▼
協

調
切

り
上
げ

の
枠

組

み
づ
く

り

「
東
ア
ジ

ア
各

国

の

(対
米
ド

ル
で
の
)

協

調
し
た
通
貨
切

り
上
げ
は
、
年
末

の
第

1
回
束
ア
ジ

ア
首

脳
会
議

(サ

ミ

ッ
ト
)

の
議
題
に
ふ
さ

わ
し

い
」

東

ア
ジ

ア

共

同
体
構

想

に

つ

い
て
説
明

す

る

な

か

で
、
吉
冨
氏

は
刺

激
的

な
問
題
提
起
を

し

た
.
米
国
が
財

政
再
建

で
き
ず
持
続

.小
能

の
米
国
経
常
赤
字

が
続
く
な
ら
、
米

ド

ル

は

30
%
は
切
り

下
が
ら

な
け
れ
ば
な

ら
な

い
と

い
う

コ
ン
セ

ン
サ

ス
が
、
国
際
金

融

の
専
門
家

の
間
に
は
あ

る
と
言
う
。

そ
れ
を

「
東

ア
ジ

ア
全
体

で

一
斉

に
実

施
す
れ
ば
、
域
内

貿
易

の
比
率
が

55
%
と

高

い
た
め
、

そ
れ
ぞ

れ

の
国
に
と

っ
て
は

実
質
的
に
は

15
%
以

下

の
通
貨
切
り

上
げ

の
痛
み
で
済

む
.
成
長
率

の
高

い
ア
ジ

ア

な
ら
吸
収
可
能

な

レ

ベ
ル
だ
」
と

い
う

の

が
冒
頭

の
提

二肖
の
趣
旨

で
あ
る
。

米
国
か
ら

の
通
貨
切

り
上
げ
圧
力

を

ア

ジ
ア
域
内

で
協
調
し

て
緩
和
し

よ
う
と

い

う
提
案
は
、

持
ち
か
け

方
を
間
違

え
な
け

れ
ば
、

東

ア
ジ

ア
各

国

や
米
国
か

ら
検
討

に
値
す

る
提
案

と
受

け
取
ら
れ
る

だ
ろ
う

。
特

に
、
米
国

か
ら
為
替
調
整

圧

力
を
集

中
的

に
か
け
ら

れ
て

い
る
中
国
に

と

っ
て
は
あ
り

が
た

い
提
案

と
な

る
可
能

性

が
高

い
。
協

調
切
り
LL
げ

の
枠
組
み
づ

く
り

に
成

功
す

れ
ば
、
通

貨
政
策
を
通
じ

て
ア
ジ

ア
の
政

治
的
な
・緊
密

度
も
高
ま
る
。

ア
ジ
ア
各

国
間

の
貿
易
拡

大

に

つ
な
が
る

と

い
う

点

で
も

、
「東

ア
ジ

ア
共

同
体

」

に
向
け

て
東

ア
ジ

ア
サ

ミ

ッ
ト
と

い
う
舞

台
は
か

っ
こ
う

の
提
案
場
所

だ
と
.サ

兄
る
。

暴
力

的
な
反

H
デ
モ
や
中

国
副
首
柑

の

小
泉
首

相
と

の
会
談
キ

ャ
ン
セ
ル
で
、
中

国

へ
の
嫌
悪
感

を
持

っ
た
口
本

人
も
少
な

く
な
か

っ
た
だ

ろ
う

が
、
あ

ら
た
め
て
中

国
や
韓

国
な
ど

近
隣
国
と

の
友
好

関
係
を

築
き

直

す

必

要

性

を

痛

感

し
た

人
も
多

い
.
東

ア
ジ

ア
地
域

の
経
済

関
係
を
強
固

に
し
て
、
地
域

の
繁
栄

と
.平
和

、
民
主
化

を
確
実

に
し
て

い
こ
う

と

い
う

「東

ア
ジ

ア
共
同
体

」
構

想

の
た

め
、
吉

冨
氏
は
国

際
的
な
.評
議
会

メ

ン
バ
ー
と

し
て
数
年
に

わ
た

っ
て
地
な

ら
し
を

続
け

て
き
た
。
そ

の
活
動
と
発

言

に
あ

ら
た
め

て
重
み
を
感

じ
さ
せ

ら
れ
た

。

日
本
経

済
新

聞
経
済

部
次

長土
屋

直
也

ア
ブ
ド
ラ
・ア
ブ

ド
ラ

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
外
相

額
贈
馳

醜
糖
喉
短

叡
.
鞍

幹

▼
民
族
融

和

の

象

徴
と

し

て

の
役

割

外
相

の
経
歴

に
目
を
通
し
驚

い
た

。

母

親

が
タ
ジ
ク
人

な

の
は
と
も
か
く

、

父
親

が

パ
シ
ュ
ト

ゥ

ン
人
だ

っ
た
か
ら
だ

.

旧
政
権
タ
リ

バ

ン
は
同
国
最
大
民

族

パ

シ

ュ
ト

ゥ
ン
人

が

中
心
だ

っ
た
が

、
米

軍

と
と
も
に
そ
れ

を

崩
壊
さ
せ
た

の
が

タ
ジ

ク
人
主
体
の
旧

北

部
同
盟
で
、

ア
ブ

ド
ラ

氏

は
そ

の
最
高

幹

部
.、
ア
プ
ド
ラ
氏

は
タ

ジ

ク
人
1

は

ア

フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
報
道

の
常

識

で
、
本
人
も

そ

う
答
え
て
き
た

。

今
な
お
復

興

途

上

の
ア
フ
ガ
ン
は
多

民

族

国
家

で
、
民

族

融
和

が
復
興
の
カ

ギ
を

握

る
と
さ
れ
る

。

パ
シ

ュ
ト

ゥ

ン
人
だ

が
軍
に
足

場

の
な

い
カ
ル
ザ
イ
大

統

領
と

、
少
数

民
族

だ
が

内

戦
を
戦

い
抜

き

軍
を
押
さ
え
た

タ

ジ
ク

人

の
対
立
構
図

は
、
融
和

の
大

切
さ

や
難

し
さ
を
語

る
ヒ

で
よ
く

取
り

L
け
ら
れ
て

き

た
。
も

っ
と
も

ア
フ
ガ

ン
で
実
際

に
取
材
す

る
と
、
多

く

の
国
民

が
複
数

民
族

の
言
語

を
理
解

し
、

パ
シ

ユ
ト

ゥ
ン
人
を
優
遇

し

た
タ

リ
バ

ン
が
現
れ
る
ま

で
自

分

の
民
族

を
気

に
し
た

こ
と
が
な

い
と

話
す
人
も
多

く
、

日
本
人

が
理
解
す

る
ほ
ど
事

は
単

純

で
な

い
気

は
す

る
、

た
だ

、
昨
年

の
大
統

領
選

で
タ
ジ
ク
人

の
大
統

領

候

補

に
イ

ン
タ

ビ

ユ
ー
し

た

際
、
何

度

民
族
名
を
尋

ね

て
も

ー
ア
フ
ガ

ン
人
」

と
譲

ら
な
か

っ
た

こ
と
を
振
り

返

れ
ば

、
民
族

間
の
あ

つ
れ
き

が
依
然
強

い

こ
と

の
裏
、返
し
だ
と
言
え

る
だ

ろ
う
。

会
見

で
は
、
麻
薬
撲

滅

や
イ

ス
ラ
ム
教

の
聖
典

コ
ー
ラ
ン
冒
と
く

に
関
す
る
米

誌

報
道
な

ど

に
時
間
が
割

か

れ
、
民
族
問
題

へ
の
言

及

は
な
か

っ
た
。

ア

フ
ガ

ン
で
両
親

い
ず

れ

の
民
族
が
自

ら

の
民
族

に
な
る
か
は
知

識
が
な

い
が
、

主
要

2
民

族
を
両
親

に
持

つ
外
相
が
民
族

融
合

の
面

で
欠

か
せ
な

い
存

在

で
あ
る

こ

と
は
言

う

ま
で
も
な

い
。

国
際
社
会

の
支

援
も
当

面

必
要

で
、

ア

フ
ガ

ン
の
顔
と
し

て
の
役

割

が
し
ば
ら
く
続

き
そ
う
だ
。

共

同
通

信
前
カ
ブ

ー
ル
支
局

長

堀
越

豊

裕

〔9〕
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寺

田

輝
介

凸剛
駐
韓

国
大
使

夢

,。
監
船
翫

、、観

朝
難

⑭

一

▼
北
朝
鮮
核
問
題
の
2
層
構
造

ア
メ

リ
カ
の

テ
レ
ビ
、

新
聞
が

「
北

朝

鮮
が
核

実
験
の

準
備
加

速
」
と

一
斉
に
報
じ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
2

週
間
後
。
ク
ラ
プ
ゲ
ス
ト

3
度
目
の
登
板

と
な

っ
た
寺
田
氏
が
、
最
近
の
動
き

の
実

相
を
ど
う
見
立
て
る
か
に
関
心
が
集
ま

っ

た
。
前
駐
韓
大
使
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

外
務
報
道
官
、
ペ
ル
ー
人
質
事
件
の
前
線

担
当
大
使
を
務
め
た
寺
田
氏
は
、
表
に
出

る
情
報
の
背
後
を
読
み
解
く
適
任
者
だ
。

こ
の
日
の
結
論
は

「北
朝
鮮
の
核
問
題

は
、
決
し
て
手
放
さ
な

い
部
分
と
取
引
に

使
う
部
分

の
2
層
構
造
と
し
て
見
る
必
要

が
あ
る
」
と

い
う
指
摘
だ

っ
た
。
核
実
験

の
可
能
性

に
つ
い
て
も
、
「
偵
察
衛
星
に

見
せ
る
た
め
の
偽
装
の
可
能
性
が
あ
る
。

後
ろ
盾

の
中
国
が
認
め
な

い
の
だ
か
ら
、

核
実
験
は
外
交
的
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
の
色
彩

が
強

い
」
と
冷
静
に
分
析
し
た
。

北
朝
鮮
に
と

っ
て
の
交
渉
相
手
は
ア
メ

リ
カ
で
、
日
本
と
韓
国
は
援
助
を
取
り
付

け
る
相
手
と

い
う
原
則
は
変
わ

っ
て
い
な

い
。
そ
の

一
方
で
、
か
つ
て
旧
ソ
ビ

エ
ト

か
ら
原
子
力
技
術

の
指
導
を
受
け
た
時
点

か
ら
、
こ
っ
そ
り
核
兵
器
の
保
有
を
進
め

て
い
た
疑

い
が
あ
る
。
そ
う
展
開
し
た
上

で
、
寺
田
氏
は

「
北
朝
鮮
の
核
問
題
は
、

常
に
根

っ
こ
か
ら
見
な

い
と

い
け
な

い
」

と
、
飛
び
交
う
断
片
情
報
に
耳
目
を
奪
わ

れ
が
ち
な
傾
向
を
戒
め
た
。

ご
本
人
は

「政
府
を
離
れ
て
公
開
情
報

の
分
析
に
専
念
し
て
い
る
だ
け
」
と
謙
遜

す
る
が
、
内
外
の
関
連
文
献
を
丹
念
に
読

み
込
む
誠
実
な
姿
勢
が
伝
わ

っ
て
き
た
。

思
わ
ず
会
場
の
出
席
者
か
ら

「
北
朝
鮮
専

門
家
と
い
わ
れ
る
人
の
中
で
、
誰
を
信
じ

た
ら

い
い
の
か
教
え
て
ほ
し
い
」
と

い
う

質
問
が
出
た
ほ
ど
だ
。

外
務
省
を
側
面
か
ら
支
え
る

(財
)

フ

ォ
ー
リ
ン

・
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
理
事
長
と

い
う
現
職
ゆ
え
に
、
慎
重
な
発
言
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、

次
回
に
登
場
の
際
に
は
、
さ
ら
に
踏
み
込

ん
で
、
北
朝
鮮
の
経
済
と
核
問
題
と

い
っ

た
角
度
か
ら
の
切
り
込
み
も
試
み
て
い
た

だ
き
た
い
。

N
H
K
解
説
委
員

島
田

敏
男

武
部

勤

自

民
党

幹
事
長

賄
距
鞭

欝

員
記
纏

見
臨

A、

▼
し
た
た

か
だ

っ
た
か

「相
互
信
頼
」
。
た
め
ら
う

こ
と
な
く
揮

毫
し
た
四
文
字
が
、
い
ま

の
心
境
を
映
し

出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
国
際

政
治

の
場
で
通
用
す
る
の
か
ど
う
か
。

会
見
は
、
武
部
氏
に
と

っ
て
、
間
の
悪

い
タ
イ

ミ
ン
グ
だ

っ
た
に
違

い
な
い
。

郵
政
民
営
化
法
案
の
衆
院
本
会
議
人
り

を
め
ぐ
り
、
与
野
党
が
に
ら
み
合

い
を
続

け
て
い
る
真

っ
最
中
だ

っ
た
。
加
え
て
、

小
泉
純

一
郎
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
に
関

す
る
自
ら

の
発
言
を

い
か

に
説
明
す
る

か
、
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
内
容
に
よ

っ

て
は
、

い
ず
れ
も
新
た
な
波
紋
を
広
げ
か

ね
な
い
だ
け
に
慎
重
に
言
葉
を
選
ん
で
い

た
。
こ
ん
な
ピ
ン
チ
を

い
か
に
し
の
ぐ
か

に
器
量
が
み
え
て
く
る
の
で
は
あ
る
が
。

民
営
化
法
案
の
仕
上
げ
方
は

「国
会
で

議
論
す
る
前

に
ど
う

い
う
決
着
に
す
る
か

は
申
し
あ
げ
る

べ
き

で
は
な

い
」
だ

っ
た

。

「う

ま
く

い
く
と

思

う

」
と
付
け

加

え

た

あ
た
り
は
、
希

望
的

観
測
な
の
か
、

反
対

派
説
得

の
自
信

な

の
か
。

関
心
は
や
は
り

、
首
相

の
靖
国
参

拝

へ

の
中
国

の
批
判

に
対

し
、
武
部
氏

が

「内

政
干
渉
」
と
反
論

・
撤

回
し
た
の
か
ど
う

か
、
だ

っ
た
。

こ
れ

に
は

「
国
民

の
間

に

内

政
干
渉
と

い
う
声

が
あ
る
こ
と
を

紹
介

し
た
だ
け
。
内

政
干

渉
と
は
言

っ
て

い
な

い
」

と
し
た
う

え

で
、
「靖

国
参
拝

へ
の

中
国

の
発
言
は
内
政

干
渉
と
思

っ
て

い
な

い
」
と
言

い
切

っ
た
。
そ
れ
な
ら
な

ぜ

、

「内

政
干
渉
」
を

提
起

し
た

の
だ

ろ
う

か

。

撤

回
が
も

つ
意

味

は
大
き

い
。

武
部
氏
は
日
中

関
係

に
つ
い
て

「
不
信

よ
り
信
頼
、誤

解

よ
り
理
解
で
臨

み
た

い
」

と
も
述

べ
た
。

こ
れ
が

「
相
互
信
頼

」

に

つ
な

が

っ
て

い
る

の
だ

ろ
う

が
、
強

大

な

隣
人

に
な

っ
た
中
国

と

の
付
き
合

い
に
は

「友

好

」
だ
け

で

は
律

し
切
れ
な

い
、

よ

り
複
雑
か

つ
根

本
的

な
利
害

の
不

「
致

が

生

起
し

て
い
る
。
す

べ
て
の
利
害
損

得
を

考

え
、
国
益

の
た

め

に
毅
然
と
し
た

姿
勢

を

と

る
。
そ

ん
な
し

た
た
か
な
外
交

の
必

要

性
を
痛
感
し

た
会
見

で
あ

っ
た
。

産
経
新
聞
論

説
副
委

員
長中
静

敬

一
郎

(10)
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保
坂

修
司

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
研
究
主
幹

”
,幡
ガ
水
嘔
匹
輔
喉
敏
員
中
版

」
娼

ク
、

▼
サ
ウ
ジ

地
方

選

挙

に
見

る
新

し

い
波

保
坂
氏

は
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
定
点
観
測

者

の
数
少

な

い
ひ
と
り

で
あ

る
。
今
春
行

わ
れ

た

地
方

選

挙
も

現

地

.調
査

を

行

っ

た
.
そ

の
保
坂
氏
は

「
い
つ
も

サ
ウ
ジ
は

大
丈
夫

か
と
聞

か
れ
る
」
と
持

笑
す
る
”

サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ

ア
に
と

っ
て
、
唯

一
の

脅
威
は
宗

教
勢
力
だ

が
、
70
年

代
、
石
油

収
人

の
増

大
と
と
も

に
地
位
向

L
を
果
た

す
テ
ク
ノ
ク

ラ
ー
ト
と

の
バ

ラ
ン
ス
を
と

る
た
め

、
政

府

は

「
ウ
ラ

マ
ー
」

へ宗
教

指
導
層
)

を
国
家
公
務
員
と

し
、

ワ
ッ
ハ

ー
ブ
派
宗

家

(シ

ェ
イ
ク
家

)
を
教
育
行

政
の
責
任

者

に
当

て
た
.
宗
教

勢
力
を
体

制
内

に
取

り
込

む

こ
と

で
、王
家

は
過
去
、

幾
度
か

の
危
機
を
乗

り
切

っ
た
。

し
か
し

、
独
特

の
宗
教
教
育

を
受
け
た

若
者
た
ち

は
、

ア
フ
ガ
ン
で

の
対

ソ
連
戦

で
勝
利
感

を
味

わ

い
、
帰

国
後

は
サ
ウ
ジ

駐
留
米

軍

に
矛
先

を
転
じ
た
。
そ

の
米
軍

が
撤

退
し
て
、

刃

が
王
家

に
向

か
お
う

と

し
た

と
き
、
イ

ラ
ク
戦
争

が
起
き
た
。

保

坂
氏
に
よ

る
と

、
現
代
サ
ウ
ジ

の
社

会
構

造
は
、
60
%

の

「
ア
パ
シ
ー

(
ノ

ン

ポ

リ
)
層

一
を

挟

ん
で
、
右

に

「
リ

ベ

ラ

ル
」
、
左

に

「
宗

教
保

守

派
」

が
そ

れ

ぞ

れ

20
%
ず

つ
控

え

、
後
者

の
右
翼
が

「
穏

健
派

」
、
最
左
翼

が

「
テ

ロ
リ
ス
ト
」
。

そ

し

て

「
リ
ベ
ラ

ル
」

を
構
成
す
る
テ

ク

ノ

ク

ラ
ー
ト
や
ビ

ジ
ネ

ス

マ
ン
と

、
「宗

教

穏

健

派
」

が

「サ

フ
ワ

〔覚
醒

者

〕
」

と

呼

ば
れ
る
サ
ウ
ジ
改

革
運
動

の
担

い
手

。

こ

の

「
サ

フ
ワ
」

が

21
世
紀
サ
ウ
ジ

の
キ

ー

ワ
ー
ド
だ
と

指
摘

す

る
、

私

は
サ
ウ
ジ

を
部

族

の
縦
糸
と
、
イ

ス

ラ
ー

ム
の
横
糸

で
織

ら
れ

る
布
に
た
と

え

る

が
、
地
方
選

挙
を

実
見

し
た
氏
は
、

地

方
区

で
は
部
族

で
も

、
イ

ス
ラ
ー
ム
主

義

で
も

な

い
階
層

が
善

戦
し

た
と

い
う
。

地

方

の
新
た
な
波

が
都

市
部

の

「
サ

フ

ワ
」

に
合

流
す
る
と

ど
う

な

る
だ
ろ
う
、

最

後

に

「
日
本

の
主
要

な
原
油
供
給

国

で
あ

る
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ

ア
情
報
が
欧
米

経

由

で
あ
る

の
は
、

メ

デ
ィ
ア
の
怠
慢
」

と

い
う

氏

の

一
言

は
痛

か

っ
た
。

「
季
刊

ア
ラ
ブ
」

編

集
委

員

個

人

会

員

へ中
日
新

聞

出
身

〉

最
首

公

司

リ レ ー エ ッセ ー

オウム・サ リン事件㊥

オ

ウ
ム
貞
ハ理
教

「
教
㎞侃
」

松
本
智
津
夫
被

告

に

,
審

で
死
刑
判
決

が
.哩.口
い
渡
さ

れ
た
と
き

、

メ
デ

ィ
ア
は

ま
た
、

こ
の
教
団

に

つ
い

て

「神
話
」

を
語

る
だ
け

で

終

わ

っ

て

し

ま

っ
た

と

思

っ
た

、

一
人

の

「
極

.悪

人

」

が

い

て

、

慕

っ

て

く

る

弟

子
た
ち
を
思

い

の
ま
ま
操

っ
て
、
み

ん
な
に
不
幸

を

ば
ら
ま

い
た
、
と

い

う
物
語

で
あ

る

、

社
会
そ

の
も

の
を
標
的

に
し

て
、教

団
が
無
差
別

殺

人
テ
ロ
事

件

に
ま

で

突
き
進

ん
だ

の
は
な
ぜ
か
。
か
か
わ

っ

た
被
告
信
徒

た

ち

の
多

く
が
裁

判

で

口
を
そ
ろ
え
た

の
は
、
恐
ろ
し

い
こ
と

が
起
こ
る

こ
と

は
わ
か

っ
て

い
た
が
、

「教
祖

」は
絶

大

で
あ
り
、そ

の
指

示

に

逆

ら
う

こ
と
は

で
き

な
か

っ
た

と

い

う
主
張

だ

っ
た
.
中

に
は
、
自

分

た
ち

は
「
教
祖
」
に
心

を

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
さ

れ
て
い
た
、と
語

る
信
徒
も

い
た
,

「
教
祖

」

は

ま

る
で
、
全

能

を

備

メデ ィアはまた「神話」を作 った

 

え
た
魔
法
使

い
み
た

い
だ

っ
た

。

し
か
し
、
実

際
は
ど
う

だ

っ
た

ろ
う
か
。

オ
ウ
ム
裁
判

の
ほ
ぼ
全
公

判
を

、
あ
し
か

け

10
年

間
傍
聴
し

続

け
、

教
団

の
特

質

を

つ
ぶ
さ

に
見

て
き
て
思
う

の
は
、

次

第

に

「
軍
事
集

団
」

に
育

っ
て

い

っ
た

こ

の
教
団
を

支

え

て

い
た
吉
年
た
ち

の
悲

し
さ
で
あ
る

、

気

に
な

る

の
は
、

「
教
祖

」
を

神
と

あ

が

め
、

そ
の
前
に

ひ
ざ
ま
ず

い
た
人

々

の

組
織

は
ど
ん
な
も

の
だ

っ
た
か
、
と

い
う

こ
と
だ

っ
た
、
階
級

制
と
身
分
制

で
固

め

ら

れ
た
教
団

で
は

、
部

ド
は
ヒ
司

の
指

,小

1降幡 賢一

に
絶
対
服
従
を

し
た
、
思
考
を
停
止

し
、

白

凱
を
放
棄
し

、

互

い
の
行
動
を
監

視

し
合
う

こ
と
が

奨
励

さ
れ
た
閉
塞
社

会

は
、

ま
る
で
戦

時
中

の
軍
国
ド
義
国

家

の
よ
う
だ

っ
た

。
そ
う

し
て
彼
ら
は

、
腐

敗
し

た
社
会
を

壊
滅

さ
せ
る
こ
と
が

本

当

の
救
済

に

つ
な

が
る
、
と

い
う
強

い

使
命
感
を
持

っ
て
行

動
し
て
い
た

の
だ
。

私

は

い
つ
も

.
本

の
蚊
柱

に
そ
れ

を

た
と

え
る
が
、

こ

の
世

の
救
済
音
と

思

い
L

が

っ
た

「
教
祖

」
と
取
り
巻
き

た

ち

は
、
圧

い
に
丘

い
を
刺
激
し
合

い
、

興
奮

を
高
め
合

う
う

ち

に
、
白
分
た

ち

自
身

を
も
制
御

で
き

な
く
な

っ
て
暴

走

し

て
し
ま

っ
た

の
だ

。

す

る
と
同
じ

よ
う

な

こ
と
が
、
私

た

ち

の
周

辺
に
も
あ

る

こ
と
が
分
か

る
と

思

う

..
オ
ウ
ム
は
ま

さ

し
く
私
た
ち

の

こ
の

社

会

の
中
か
ら
生

ま

れ
た
。
そ
の
意
味

で

こ
れ

は
、
「彼
ら
」

の
問
題

で
は
な
く

「
私

た
ち
」

の
問
題
な

の
だ
。

な

の
に

メ

デ

ィ

ア

は
今
も
、

「
神

話

」

を
語

る
だ
け
で
、
そ

の
こ
と
を
忘

れ
さ
せ

て

い
る
.

(元
朝

日
新
聞
編
集
委

員

)

〔11〕
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エ
チ
オ
ピ
ア
革
命
異
聞

-

情
報
源
は
信
頼
で
き
た
か
ー

エ
チ

オ
ピ

ア
の
首

都

、

ア
ジ

ス
ア
ベ
バ

か
ら
北

へ
約
6
5

0
キ

ロ
、

エ
リ
ト
リ

ア

州

の
州
都
、
ア
ス

マ
ラ

(現
在

の
エ
リ
ト

リ

ア
国

の
首
都

)
は

ヤ
シ

の
並
木
が
続

く

美

し

い
街
だ

っ
た

.
ア

ラ
ブ

の
に
お

い
と

、

イ
タ
リ

ア
植
民
地
時

代

の
西
洋
館

の
明

る

い
色

が
奇
妙

に
調
和

し

て

い
た
.
31
年
前

の
1
9
7
4
年

3
月

初
め

の
こ
と
だ

っ
た
。

3
千
年

の
歴
史
を

誇

る

ア
フ
リ
カ
最
占

の
独

立
国
、

エ
チ
オ
ピ

ア
帝
国
を
治

め
て

い
た

ハ
イ
レ

・
セ
ラ

シ

エ
皇
帝
が
廃
位

さ

れ
る

6
ヵ
月
前
だ

っ
た

。

ア
ス
マ
ラ
駐
屯

の

エ
チ
オ
ピ

ア
陸

軍
第

2
師
団
が

1
9

7

4
年

2
月

26
日
、
兵

上

の
給
与
大
幅
引

き

上

げ
を
要
求
し

て
皇

帝

に
反
乱
を
起

こ
し

た
事
件

を
取
材
す

る
た

め
、
空
港
再
開
と

同
時

に

ア
ス
マ
ラ
に
飛

ん
だ
,.

当
時

、
私
は
カ
イ

ロ
特

派
員
だ

っ
た

..

第

4
次
中
束

戦

争

と
そ

の
戦
後

処
理
が
ひ

と
段
落
し

た

こ

ろ
、

エ
チ
オ
ピ

ア
帝
国
で

「革
命

」

が
進

行

し

つ
つ
あ

っ
た
、
そ

の

年

の
3
月

か
ら

12
月

に
か

け
て
、
計

4
図
、

41
H
問
、

エ
チ

オ
ピ

ア
に
出
.張
し
、
各
地

を
取
材
し

た
.

ア
ス
マ
ラ
で
は
、
第

2
師

団

の
将
校

に
話

を

聞

い
た
り

、

エ
チ
オ
ピ

ア
か

ら
の
分

離

独
立
闘
争
を
続

け
て

い
た

「
エ
リ
ト

リ

ア
解

放
戦
線

(
E
」

F
)

に

近

い
筋
」

と
も

接
触

し
た

.

7
月

の
出
張

で
は
、
2
月

の
軍
部

の
反

乱
以
降
、

ア
ジ

ス
ア
ベ
バ
で

「
静
か
な

ク

ー
デ
タ
ー
」

が

進
行

し
て

い
た

の
を
肌

で

感
じ
た
.一
首

都

で
改
革
派

の

「
軍
事
委
員

会

正
式

メ

ン

バ

ー

の

1
人

(大

尉

こ

と

単
独
会
見

し
、

同
委
員
会

の
議
長

が
第

3

師
団
出
身

の
急

進
改
革
派
、

マ
ン
グ

ス
ト

少
佐

(そ

の
後

メ
ン
ギ

ス
ツ
と
表
記
さ
れ

た
)

で
あ

る
こ

と
を
聞
き
出
し

た
。

そ
し

て
9
月

12
日
、
「
諸
.上
の
中

の
王
」

宝

利

尚

一
-

「
ユ
ダ

の
ラ
イ

オ

ン
」

と
称

さ
れ
た

セ

ラ

シ

エ
皇
帝
は
廃

位
さ

せ

ら
れ
た
、
治
匿

44

年

、

82
歳

の
皇

帝
、

最
後

の
日
だ

っ
た

.

[
本
で
も
親

し

み
を

も
た
れ

て

い
た

セ

ラ
シ

エ
阜
帝

は
、
近

代

エ
チ
オ
ピ

ア
の
基

礎

づ

く
り
に
努

め
、

ア
ジ

ス
ア
ベ
バ

に
本

部

を

置
く

ア
フ
リ

カ
統

.
機
構

(
O
A
U

・

現
在

の
ア
フ
リ

カ
連
合

)

の
創
設

に
指
導

的
な

役
割
を
果

た
し

た
.
し
か
し
、
帝

国

の
荒

廃

と
若
手

将

校

の
急

進

的
な

改

革

に
、
年
老

い
た

皇
帝

は

つ
い
て

い
け
な

か

っ
た

,
エ
チ
オ
ピ

ア

の
軍
事

評
議
会

(
7
月

の

軍
事

委
員
会
を

改
・称

)
は

11
月
ド
旬

に
な

っ
て
、
皇
室

の
腐
敗

に
関
係
し
た
前

皇
帝

の
近

親
者
、
高

官

の
ほ
か
、
軍
事
政

権

の

穏

健

派
指
導
者

ら
計

61
人
を
処
刑
し
た

。

そ

の
直
後
、
私

は

エ
チ
オ
ピ

ア

へ
4
回

目

の
出
張

を
し
た

。
皇
帝

を
廃
位
に
追

い
込

ん
だ
急
進
派
指

導
者

が
誰
か
を
確
か

め
た

か

っ
た
か
ら

だ
。

エ
リ
ト
リ

ア
出

身

で
穏

健
派

の
ア

マ
ン

・
ア
ン
ド
ム
将

軍

(軍
事

評
議
会
議
長

)
が
処
刑
さ
れ
た

こ
と

は
、

急
進
改
革
派

が
社
会
主
義
体

制

の
確

立
を

日
指
し

て

い
る

こ
と
を
示
唆

し

て

い
た
.

私
は

マ
ン
グ

ス
ト

〔メ

ン
ギ

ス

ツ
丁

ハ
イ

レ

・
マ
リ

ア
ム
少
佐

の

「実

像
」

に

迫

ろ
う
と
努

め
た
。
ア
ジ
ス

ア
ベ
バ

で
「
マ

ン
グ

ス
ト

少

佐

の
友
人

と

少

佐

の
父
親

(夜
警
を
し

て

い
た
)
」
か
ら
話

を

聞

い
た
。

少
佐
が
軍
事

評
議
会
第
-
副
議

長

で
あ
る

こ
と
を
知

っ
た
。

私

の
原

稿

は

12
月

8
[

付

け

国
際

面

〔当
時
は
外
報

面
)
に
掲
載

さ
れ

た
。
「
少

佐
は

エ
チ
オ
ピ

ア
南
部
カ

ッ
フ

ァ
州

ク
ロ

コ
ン
タ
地
区

の
貧
し

い
家
庭

の
出

身

で
、

今
年

32
歳
。

…
ホ

レ
タ
の
軍
事

学

校
を
中

尉

で
卒
業
、
ア
ジ

ス
ア
ベ
バ

の
陸

軍
部
隊
、

ア
ス

マ
ラ
の
第

2
師
団
で
大
尉

に
昇
進
、

そ

の
後

ハ
ラ

レ

の
第

3
師

団

に

配
属

さ

れ
、
米
英
両

国

に
も
留
学

し
た

「
と
書

い

た
。
そ

し

て

「
『独
裁
的

傾
向

』

を

み
せ

た
と

い
う

ア

マ
ン
将
軍
を

解
任

直

後

”
処

刑
”
し
た

の
も

、
マ
ン
グ
ス
ト
少

佐

の

『変

革
か
死
か
』
と

い
う
考
え
方

に
近

い
も

の

…
」
な
ど

と
続

け
た
,

私
は
日
本

の

メ
デ
ィ
ア
で
た

だ

1
人
、

少
佐
の
経

歴

の

皿
部
を
解
明

し
た
と
自
信

を
強
め
た

。

ア
ジ

ス
ア
ベ
バ
か

ら
東
京

に

{12〕
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原
稿
を
送

っ
た
後

、

エ
チ
オ
ピ

ア

・
テ

レ

ビ

の
記
者
、
カ

メ
ラ

マ
ン
ら
と
9
H
間
か

け
た
南
部
飢
餓

地
帯

取
材

の
旅
に
出

た
、.

カ
イ

ロ
に
帰

任

し
た
私
は
、
ラ
イ
バ

ル

紙

の
朝
口
新

聞
を
見

て
驚

い
た
。
朝

日
新

聞
も
私
と
同
じ

12
月

8
H
付

け
国
際
.面

で

メ
ン
ギ

ス
ツ
少

佐

の
出
自
を
詳

し
く
伝
え

て

い
た
.
筆
者

は

私

の
友
人
で
、

エ
チ
オ

ピ

ア
で
も
同
時
期

に
取
材
し

て
い
た
カ
イ

ロ
支

局
長

の
鴨

志

田
恵

.
特
派

員

だ

っ

た
.
見
出
し
は
次

の
よ
う
だ

っ
た
、.

「
エ
チ
オ
ピ

ア
革

命

ナ
ゾ

の
指
導

者

最

下
層
出
身

メ
ン
ギ

ス
ツ
少
佐

7

差

別

に
配
慮
、
名

秘

す

怒
り
の
果
て
の
大

量
処
刑
」

私

の
原
稿

の
見

出
し
は
次

の
よ
う

だ

っ

た
。「
エ
チ
オ
ピ

ア

影

の
実
力

者

マ
ン

グ

ス
ト

・
マ
リ

ア

ム
少
佐

『変
革

か
死

か
』

の
行
動
派

32
歳
、
同
志
数

人
と
評

議
会
牛
耳
る
」

両
紙

の
見
出
し

を
見
る
と
、
同

一
人
物

と
は

思
え
な

い
。
朝

口
新
聞

の
情
報
源

は

「
少
佐

の
友
人

で
、

ア
ジ

ス
ア
ベ

バ
駐

在

の
外

国
情
報
機
関

に
勤
め
る

40
代

の

エ
チ

オ

ピ

ア
民

間

人

」

だ

と

い
う
。

少

佐

は

「
42
歳

で
2
男

2
女

の
父
」
「
エ
チ
オ
ピ

ア

の
主

要
民
族

ア
ム

ハ
ラ
族

の
最
ド
層
シ

ョ

ウ

ワ
階
級

の
出
身

で
、
父
親
は
ド

ア
ボ

ー

イ

だ

っ
た
」

「
エ
リ

ー
ト
軍
人

の
ア

マ
ン

将

軍
は
露
骨

に

(下
層
部
族
出
身

の
少
佐

ら

に
〕
差

別
と

嫌
悪
を

み
せ

た

の
で
は
な

い
か
…

(処
刑

は
)
政
治
的
姿
勢

の
差

で

は
な
く

、怒

り

が
流
血

の
慕
態

を
招

い
た
」

と

し
て

い
る

.

両
紙
を

併
読

し
て

い
る
読

者
は
混

乱
し

た
だ

ろ
う

.
私

は
、
口
本

か
ら
遠
く
離
れ

た

エ
チ
オ
ピ

ア
革
命

の
ほ
ん

の

一
部
で
も

読
者

に
伝

え

よ
う
と
努

め
て

い
た
が
、
自

信

が
な
く

な

っ
た
.、

年

が
明
け

た

1
9
7

5
年

1
月
末

の
こ

ろ
だ

っ
た
と

恩
う
。

N
H
K
カ
イ

ロ
迄
局

の
平

山
健

太
郎

支
局
長

か
ら
電
話
が
あ

っ

た

。
前
年

秋

、
平
山
特
派

員
も

エ
チ
オ
ピ

ア
に
出

張

し

て

い
た

、
「文

春

の
2
月

号

が
届

い
た
。
読

売

、
朝

[

の
メ
ン
ギ

ス
ツ

像

に
つ
い
て
の
批
評
が
載

っ
て
い
る
よ

」

平

山
特

派

員

か
ら
月
刊
文

芸
春
秋

1
9

7
5
年

2
月
号

を
借
り

て
読

ん
だ
.
当
時

文
春

に
は

「新

聞

エ
ン

マ
帖

報
道

に
物

申
す
」

と

い
う

4
ぺ
ー

ジ

の
コ
ラ
ム
が
あ

っ
た
。
国
内

記
事

4
本

の
批

評

の
他

に
、

エ
チ
オ
ピ

ア
に

関
す

る
批
評

が

1
本
あ

っ

た
。「新

聞

エ
ン

マ
帖

]

は
、
朝

日
、
読
売

の
描
く

メ
ン
ギ

ス
ツ
像

が
違

い
す
ぎ
る
、

ア
マ
ン
将
軍

の
処
刑
も

「怒

り

の
果

て
の

処

刑
」

な

の
か

、
「
大
義

に
も

と
つ
く

使

命
感

」
に
よ

る

も

の
な

の
か
、
分
か
ら
な

い
と
批

判

し

て

い
た
..
「大

げ

さ

に
言
え

ば
、

エ
チ
オ
ピ

ア
革
命

の
評
価

に
も

微
妙

な
影
響

を
与
え

る

の
で
は
な

い
か

」

「
記

者

の
独
断

や
憶

測
を
ま

じ
え
た
眼

で
革
命

の
裏
面
を

の
ぞ

き
見

る
こ
と
だ
け

は

つ
つ

し
ん
で
ほ
し

い
も

の
だ
」
と
指
摘

さ
れ
た

。

「
記
者

の
独

断

や
憶

測

」
は
な

か

っ
た

と
今
も
信
じ
て

い
る
、
し
か
し
、
「情

報
源

」

の
情
報

の
信
懸

性

、信
頼
性

に

つ
い
て
は

、

も
う
少
し
丁
寧

に
チ

ェ
ッ
ク
す

べ
き
だ

っ

た
か
も
し
れ
な

い
。
私
の
ア
ス

マ
ラ

の
情

報
源
は

「
E
」

F
に
近

い
筋
」

で

「
ア
ジ

ス
ア
ベ
バ
大
学

を
卒
業

、
現
在

ア

ス

マ
ラ

に
住
む
薪

い
消

息
筋

」
だ

っ
た
,

た

っ
た

.
つ
の
情
報
源

を
も

と
に
記
事

に
す

る
に

は

リ
ス
ク
が
大

き

い
,

メ
ン
ギ

ス
ツ
少
佐

に

つ
い
て
も

「友

人

と
父
親
」
か
ら

数

回
話
を
聞

い
た
が
、

別

の
情
報
源

に
も

確

認
す
べ
き
だ

っ
た
、

と

反
省
し

て
い
る

。

海
外
特
派
員

は

、
赴
任
地

で
日
本
人

記

者
が
少
な

い
場

合

、
出
張
な
ど

で

「
つ
る

ん

で
」
取
材
す

る

こ
と
が
あ
る
。

だ
が

、

私
と
鴨
志
田
特

派
貝

は

エ
チ
オ
ピ

ア
で
風

邪
薬
を
融
通
し

た

こ
と
は
あ

っ
た
が
、

常

に
独
自
取
材
を

心

が
け
た
。
独
自

の
情

蝦

源

に
接
触
し
、

革
命

の
指
導
者
像

を

つ
か

も
う
と
し
た
。

結

果
は
、
か
な

り
異
な

る

人
物
像

に
な

っ
て
し
ま

っ
た
.、

ロ
ン
ド

ン
で
発

行
さ
れ
た

1
9
8

2
1

8
3
年
版
国
際

人
名

録
に
よ
る
と
、

メ
ン

ギ

ス

ツ
少
佐
は

1
9
3
7
年
生

ま
れ

(革

命
当

時

37
歳

〕
、
ホ

レ

タ
陸

軍
士
官
学

校

卒
、
晶弟
3
師
団
配
属
、

セ

ラ
シ

エ
皇
粛巾
廃

位

に
重

.要
な
役
割
を

果
た

し
、

1
9
7
7

年
国
家

元
首
、
中
佐

な
ど

と
書
か

れ
て

い

た
.
共

同
通
信
社

の
i

9
8
6
年
版
世
界

年
鑑

で
も

1
9
3
7
年
南

部
生
ま

れ
、
ド

層
多
数

部
族
オ

モ
ロ
族
出

身

、
陸

軍
十
官

学
校
卒

、
臨
時
軍
事

評
議

会
第

1
副
議
長

を
経

て
、

1
9
7
7
年
臨

時

軍
事
評
議
会

議
長

(国
家
元
首
)
な
ど
と

な

っ
て

い
た
..

「南

部

の
ド
廣
部

族

出

身

」

は

.
致
す

る
が

、
年
齢
は
日
英

の
入

名
録

で

い
ず
れ

も

「
37
歳
」
と
な

っ
て

い
た
、
朝

日
、
読

売
と
も

年
齢
が
間
違

っ
て

い
た
..
ジ
ャ
ー

ナ
リ

ス
ト
は
常
に
信
頼

で
き

る
複

数
の
情

報
源
を

探
し

て
正
確
さ

に
努

め
な
け
れ
ば

な
ら

な

い
こ
と
を
実
感

し
た

。

わ
ず

か
な
救

い
は

「新

聞

エ
ン
マ
帖
」

が

「
こ
れ
だ
け

の
記
事
を

ま
と

め
あ
げ
た

努
力

に

つ
い
て
は
相
応

の
敬
意
を
払

い
た

い
が

…
」
と
書

い
て

い
た

こ
と
だ

っ
た
.、

ほ
う

り

・
し

ょ
う

い
ち

1

9

3

9
年

東

京

生

ま

れ

63
年

読
売

新

開
社

入

社

外

報

部

経
済

部

解
説

部

72
年

カ
イ

ロ

特

派

員

(
3
年
)

80
年

パ

リ

支
局

長

〔
4

年

半

)

86
年

ア
メ

リ

カ

総

局

長

(約

3

年

)

89
年

論

説
委

員

2

0

0

0
年

北

海

学

園

大
学

人
文

学
部

教

授

01
年
北

海

道

大

学

大
学

院
国

際
広

報

メ

デ

ィ

ア
研

究

科

客

員

教
授

著

書

に

「
口

本

の
中
東

外

交

」

(教

育

社

〕

仏

訳

「
大

統

領

ミ

ッ
テ

ラ

ン
」

(読
売

新
聞

社

〕
な

ど

〔13)
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福
知
山
線
脱
線
事
故

兵
庫

県
尼
崎
市

の
J
R
福

知
山
線
で

4

月

25
目
に
発
生
し
た
快
速
電

車

(
7
両
 

脱
線
事
故

.
発
生
以
恥
、
犠

牲
者

の
数
は

日
ご
と

に
膨
ら
み
、
終
夜

の
取
材
態
勢
が

続

い
た

.

29
日
朝
刊

で
よ
う

や
く

「
死
者

1
⑪
6
人
、
救
出
終
了
」
と
確

定
し
た
が
、

死
背
は

そ

の
後

1
0
7
人

に
、
負
傷
者
は

5
4
9
入

に
の
ぼ

っ
た

、

懸

匿

名
希
望

へ
の
対
応

近
年

、
例
を
見
な

い
多
数

に
上

っ
た
犠

牲
者

.
遺

族
取
材
、
犠
牲
者

の
顔
写
真
取

材
に
は
大

阪
本
社

の
み
な
ら

ず
、
全
国

の

応
援

記
者

を
投
入
し
た
.

▼
渋

谷

卓

司

(紅
日
新
聞
社
)

遺族 と向き合 う

息の長い取材

 

入
学
式
、
半

袖
、

山
歩
き
、
成
人
式

。

四
季

の
中
で
見

せ

る
犠

牲
者
た
ち

の
顔

写

真

の
笑
顔
を
見

つ
め

て
い
る
と
、
そ

の
人

が
生
き

て
き
た

人
生

そ

の
も
の
が
想
像

で

き

た
,
記
者

た

ち
が
遺

族
や
関
係
者

か
ら

提

供
を
受
け

て

取
材

し

て
き
た

.
枚

一
枚

の
顔
写
真
は
ま

さ
し
く

、
犠
牲
者
た

ち

の

「生

き

た
証
し

」
だ

っ
た

、
人
は
決

し

て

名

前

の
な

い

「
A
」

や

「
B
」

で
な

い

.

記
事
化
し
た

後

、
犠

牲
者
名
簿
を
発
表

し
た
兵
庫
県
警

や

J
R
西
日
本
を
通

じ
、

遺

族
か
ら

「匿

名

希
望

」
な
ど
が
報
道
各

社

に
伝
え
ら
れ

る
事
例

が
相
次

い
だ
.

こ
れ
ら
の
遺

族

と
は

記
者

が
直
接
.面
談

し

た
、
「
あ

く

ま

で
、匿
名

希

望
」

と

い
う

遺
族
も

い
た
が

、
中

に
は

「実
名
報
道

は

や
む
を
得

な

い
が
顔
写
真
掲
載

は
し
な

い

で
」

と

い
う

遺

族

や
、

「犠
牲

に
な

っ
た

家
族

の
記

録
を

き
ち

ん
と
残
し

た
ほ
う

が

い
い
」
と

取
材

に
協
力
し

て
く

れ
る
よ
う

に
な

っ
た
遺

族

も

い
た
.一

蕪

「
肉
声
」

と

「
追
跡
」
取
材

遺
族

の
中

に
は
赤
裸

々
な
思

い
を
伝
え

た

い
人
も

い
た

.
新
聞

に
信
頼

を
寄
せ
て

い
る
遺
族

が
語

る
貴
重
な
肉
声

を
記
録

し

た
企

画

「生

き

る
」
、
記

者

の
聞

き
取
り

に
よ

る

”遺

族

の
手
記

”
と

も

い
え

る
、

独
白
形
式

で
、

生

の
..日
葉
、

ニ
ュ
ア
ン

ス

を
忠
実

に
再
現

し
、
沈
黙

や
逡

巡
も
表
現

し
た妻

を

亡
く

し

た
夫

〔
57
)
。
集

団
就
職

で
熊
本
か

ら
関

西

に
来
た
妻

へ
の
思

い
を

語

っ
た
、
事

故

で
.
一男
を
亡
く

し
た
父
親

〔
68
)
は
、

昨

存

に
は

長
男

を
が

ん

で
亡

く
し
た
。

両
親

よ
り
先

に
逝

っ
た
.r
ど
も

た
ち

へ
の
思

い
が
あ

っ
た

.悲

惨
な
体
験
、

苦
し
み

の
中

で
、
な
お
歯
を
食

い
し
ば

っ

て

「
生
き

る
」

遣
族

の
思

い
、

遺
族

に
寄

り
添
う
記
者

の
思

い
を
込
め
た

、

も
う

.
つ
の
柱

は
、
現
場
発

の
そ
れ
ぞ

れ

の
事
象

の
詳

細
を
描
く

「
追
跡
」

シ
リ

ー
ズ
だ

っ
た

、
遺
体
安
置
所

で
何

が
起
き

て
い
た
か

、
生

存
者

発
見
か
ら
救
出
ま

で

の
闘

い
、
事

故

を
目
撃
し
た
人

々
の
証
言

な

ど
を
追

い
か
け
た
。.
こ
う
し

て
事

実
を

積

み
上
げ
る
こ
と

で
、
事
故

の
総
体

を
描

こ
う

と

い
う
狙

い
だ

っ
た
。
そ

の
取

り
組

み
は
約

ー
カ
月

続
け
た

、

遺

族
や
負
傷

者
と

の
補
償
交
渉
、

電
車

が
衝

突
し
た

マ
ン
シ

ョ
ン
住
民

の
今

後
、

航
空

・
鉄
道
事

故
調
企
委
員
会

の
調

査
と

兵
庫

県
警

の
捜

企

の
行
方
、

J
R
西

日
本

の
企

業
風
L

の
改
善

…
,
多
く

の
課

題
が

山
積

し
て

い
る

,
遺
族

の
方

々
と
向

き
合

い
な
が
ら
、
息

の
長

い
取
材
を
続
け

な
け

れ

ば
な
ら
な

い
。

懸

再
び
現
場

へ

直

線
か
ら
R

3
0

Q

〔曲
線
由卜
径

3
0

0
層

〕
内

の
事

故

現

場

ま

で
約

2

5

0

冒

.
鉄
路
は
赤

さ
び

て

い
た

、

遅

れ
を
取

り
.民
す

「囲
復

運
転

」
、

で

き

な
け

れ

ば
懲

罰

の
よ
う

な

一
日

勤

教

育

」

電
屯

は
相

当

な

ス
ピ

ー
ド

で
走

っ

て
き

た
は
ず
だ

,
車
体
が
左
に
大
き

く
傾

き

、
電
柱
に
接
触

.、
瞬
間
空
を
飛

ん
だ

.

先
頭

卓
両
は

マ
ン
シ

ョ
ン
ー
階
駐
車

場

の

空

間
に
飛
び
込

み
、

2
両
目
は

ア
ル

ミ
無

を
握

り

つ
ぶ
し

た
よ
う

に
ひ
し

ゃ
げ

た

。

マ
ン
シ

ョ
ン
は
、
犠
牲
者
た
ち

の

「
墓

標
」

の
よ
う

に
み
え
た

し
ぶ
や

・
た
か
し

1
9
8
6
年
入
社

大
阪

本
社
社
会
部

同
代
表
室
委
員
な
ど
を
経
て

04
年
か
ら
社
会
部
副
部
長

[141



2005,6.10No.424一
・千 葉 ロ ッテ ・マ リー ンズ

フ ァン と一 体

ボ ール パ ー クの街 ヘ

レ馬 場 秀 幸

(T一葉U報 社}

 

「
10
年

ぶ
り
貯

金

10
」
「
20
年

ぶ
り

10
連

勝
」
「
45
年

ぶ
り

11
連
勝
」
。
プ

ロ
野
球
パ

・

リ

ー
グ

の
首

位

を

ひ
た
走

る

千

葉

ロ

ッ

テ
・
マ
リ
ー

ン
ズ

.
紙
面
に
「
何
年

ぶ
り
」

の
見
出
し
が

躍

る
.

デ
ー
タ
も

ニ

ュ
ー
ス

の
主
な
部
分
を

占

め
る
ス
ポ
ー

ツ
記
事

.

そ
う

い
う
意
味

で
も

日
々
、
数
字

に
追

わ

れ
て

い
る
。

新

規
参

入

の
東

北
楽
天
ゴ
ー

ル
デ

ン
イ

ー
グ
ル
ス
を

除

い
て
、
残
り

の
11
球
団
で

.
番

優
勝

か
ら

遠
ざ
か

っ
て

い
る

の
が
千

葉

ロ
ッ
テ
だ
。

本
拠
地
を
千
葉
市

に
移
し

て

M
年

目
。
ユ

9
9

5
年

の
2
位
を
最

後

に

10
年
連
続

B
ク
ラ

ス
に
低
迷
し

て

い
た

地
元
球
団

の
快
進

撃

に
本
紙
も
連

口
、

運
動
面
で
大
き
く

取

り
上
げ

て

い

る
.
「
今
年

こ
そ

は

…
」
と

、
県
民
も

待

ち
続
け
た
優
勝

へ
期
待

を
膨
ら
ま
せ
る
..

快

進
撃
は
あ

の
日
か

ら
始
ま

っ
た
.

3
月

28
日
、
パ

・
リ
ー
グ

開
幕
第
2
戦
.・

前

日

(
27
口
)
、

9
年

ぶ
り

の
本
拠
地

開

幕
を
白
星
で
飾

れ
ず

、
新
球
団
、
楽

天

に
歴
史
的

-
勝

を
献

上
し
た
悔

し
さ

を

吹
き
飛
ば
す

に
は
ト

分
す
ぎ
る

「球

団

新

記

録

の
1
試

合

26
得

点

」
,

ス
ポ

ー

ツ

紙

と

は
体
裁

の
違
う

紙

面
展
開
を
す

る
本

紙

で
も

26
対

0

の
ス

コ
ア
ボ
ー
ド

の
写
真

は

も

ち

ろ
ん
、

同

一
.面

に
6
枚
も

の
関
連

写
真

を
載
せ
た

。

楽
天
を
歓
迎

し
た
開

幕
戦

の
華

々
し

い

セ

レ
モ

ニ
ー
も

破
格

の
扱

い
だ

っ
た
。
社

会

部

の
若
手
記

者
も
応

援

に
駆
け

つ
け
、

お

祭
り
騒
ぎ

の
プ

ロ
野
球

の
幕
開
け
を

1

面

、
祉
会
面
、

運
動
面

の

い
ず
れ
も

ト

ッ

プ

で
報

じ
、
写

真
グ

ラ

フ
の
お
ま
け
ま

で

つ

い
た
。

ス
ー

ツ
姿

で
現
場
を
走
り
回

る

事

件
記
者
も
開

場
前

か
ら
並

ぶ

フ
ァ
ン
を

精

力

的
に
取
材

し
た
,

ボ

ー

ル
パ
ー

ク
。

ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
発
祥

の
国
、

ア
メ
リ
カ

で
は
野
球
場
を
そ
う
呼

い まや スタジアム全体がファンとの交流の場 となっ

ている 記念撮影するバレンタイン監督(5.1ω

 

ぶ
と

い
う

。
r

葉

ロ
ッ
テ
の
本
拠

地
、
千

葉

マ
リ

ン
ス
タ

ジ

ア
ム

へ
の
最

寄
り
駅

、

J
R
海
浜

幕
張

駅

の
改
札
を
抜

け
、
球
場

ま
で
の
メ
ー

ン
通
り
を
歩
く
と
球

団
キ

ャ

ラ
ク
タ
ー

の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
、

フ
ラ

ッ
グ

な
ど
が
目
に
飛

び
込

ん
で
く

る
。
球
場
周

辺

の
街

全
体

が

“
マ
リ
ー

ン
ズ

の
ま

ち

”

の
印
象
を
受

け

る
,

フ
ァ
ン
と

「
体

と
な

っ
た

チ
ー

ム
づ

く

り
。
球

団
と

バ

レ
ン
タ
イ
ン
監

督

が
目
指

す
夢

の
ボ
ー

ル

パ
ー
ク
化
計
画

。
今

や

12

球
団

.
の
フ

ァ

ン
と
称
さ
れ
る
サ

ポ
ー
タ

ー
の
、
そ

の
熱

狂
的
な
応
援

は
、
交

流
戦

の
際

、

セ

・
リ
ー
グ

の
選
手
た
ち
も
う

ら

や
ま

し
そ
う
に
見

つ
め
た

ほ
ど
っ

プ

ロ
野
球
改
革
.兀
年

が
う
た
わ
れ

る
今

年

、
球

団
は
各

分
野

で

の
プ

ロ
フ

ェ
ッ
シ

ョ
ナ

ル
を

フ

ロ
ン
ト

に

招

へ
い
す

る

な

ど
、

米

大

リ
ー

グ

の

メ

ジ

ャ

ー
な

ら

ぬ

“
マ
イ

ナ
i
流
”
地
域
密

着

型
球
団

へ
の
変

ぼ
う

に
向

け
て
動
き
出

し

た
「.
選
ア

と

フ

ァ
ン

の
垣
根
を
な
く

そ
う

と
さ
ま
ざ

ま
な

ア
イ

デ

ア
で
球
場

に
足
を

運
ぶ

フ
ァ
ン
を

喜

ば

せ
て

い
る
.
フ
ァ
ン
は
シ
ー
ズ

ン
後
、

優
勝

の
美
酒
と

い
う

最
h筒
の
プ
レ
ゼ

ン
ト

に
酔

い
し
れ
た

い
と

願

っ
て
い
る
。

本
紙

も

「
31
年
ぶ
り
優
勝

」

の
大
見
出
し

で
締

め

ら
れ
れ
ば
、

こ
れ
ほ
ど

う
れ
し

い
こ
と

は
な

い
、

ば
ば

・
ひ
で
ゆ
き

1
9
9
8
年
人
社

現
在

運
動
部

千 葉 市 メ モ

入口92万729人{5月 且ロ現 在1

世帯37万793II比 帯 軋FrD

1血1積272.08平 方 キ ロ メー トル

1992年4月 、 宮 城 県 仙 台rliに 次 ぐ全 国 で12番

目、 関 東 で は 横 浜d∫ 、 川 崎rl∫に 次 ぐ3番 日の 政

令指 定 都 市 に 。 ス タジ ァ ム 周 辺 に は、 東 京 モ ー

ター シ ョー 〔今 年 は10月22[-ll月611に 開 催)

な どを 行 う ト1本最 大 級 の イベ ン ト会 場 の 幕 張 メ

ッセ や 、約370社 が 築 積 す るF1本 有 数の 業務 地 区 、

幕張 ベ イ タ ウ ン な どが あ る 、 ス タ ジ ア ム の 前 に

は約L8キ ロ の 人 口海 浜 、幕 張 の 浜 が 広 が る.

千 葉 市 は そ の ほ か ス ポ ー ツ で は 、 サ ッ カ ー

」1の ジ ェ フユ ナ イテ ッ ド市原 ・丁・黛を持 つ.

〔 】5}
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■第22回 庭野 平和 賞贈呈 式

ことしの庭野平和賞が ドイツのカ トリ・ソク神学 暫ハ ン

ス ・キュ ング博士に贈 られた、,同賞 は宗教活動を通 じて

世界蒐ド和の構築 ・推進に顕著な功績 をあげた人1団 体1

を 表彰するもの、,キュ ング博.Lは1£護}3年に米国で開催 さ

れた万国宗教会議で採択 された 「地球倫理宣.i亨」の起草

者で、現在は ドイツの 「地球倫理財.団一会長 として諸宗

教の相 玩理解や対話協力、地球倫理の普及に活躍 してい

る.、.庭野U鑛 総裁か らd二賞の賞状 と副賞と して賞 金2000

万円 および顕彰 メダルが贈 られた後、キコ、ング博士の記

念講演 も行われた、.6.1110階 ホ ール〕

照会先:庭 野平和財団TdO3-3226-4371

■ 徳 島 ク ラブ 日系 人パ ラグア イ大使 が講演

一新
しいOB会 員 一

1徳 島 クラブ」の第100回 例 会が

開かれ、同県 三野町圧i身の駐Hパ

ラグアイ大使 ・田岡功大使 〔6D

≡写真 ・徳島新聞提供=が 「移住

一外国か ら見たLI本 」のテーマで

講演 した、

田岡大使は1958年 家 族とパラ グ

アイに移住 した目系[世 で、昨年9月 、 匿系パラグアイ

入として初の駐 日大使に就任 した。大使 は 「B・ドの若者

が引き起 こす事件をみる と日本の将来はどうなるのか と

思 う.日 本のあ りがたみを知 らない才二:者が南米に来て 日

本のよさを知って もらえるような交流の場面をつ くれな

いだろうか」 と語った、.

徳 島クラブは.首都圏で活躍 している同県出身音と関係

者の集 まりで会員数は約100人 、年1回 の総 会と4回 の

例会を開催 し.県 ゆか りの講師を招 き話 を聴 いている、

会員柑互の親睦 と情報交換の場 として定着 し、毎回40～

50人 が 参加 している..

(5.1810階 ホ ー,の

■チンギス ・ハーン建国800周 年記念事業の発表

来年2⑪06年 は

チ ンギス ・ハー

ン.がモンゴル帝

国を建国 してか

ら80`)年 に あ た

る。 モンゴル政

府はそれ を記念

して様 々なイベ

ン トを予定 して

いる旨、最大の売 り物が1000人 に よる騎馬軍団再現 イベン

ト、その記者発表 会見が行われ、モンゴルのバ ドボル ド

産業 ・通商大臣、シー レグダンパ同副大距、バ ドジャル

ガル駐 日大使が 出席 した,

モ ンゴル政府 に よって記念事業実行委 員会が設立 さ

れ、その実行委員会には 日本の有志企業が結成する1.チ

ンギス ・ハー ン建国800周 年 記念事業 フォー ラム」が協

力する.そ の顧問 となった作家の堺屋太 氏 は 「モ ンゴ

ルがアジアの観 光国の ひとつに発展することに貢献 した

い1と 期待 と抱負 を語った、13世 紀のモ ンゴル人の衣装

と武器、そ して技術 などを1.Ill現し、草原を疾走する壮大

な歴史 イベ ン トにす る予定だ、,(5,2610階 ホール)

階 宥 へ の 道 ヒマ ラ ヤ ン ・ブ ル ー 』

バ ン ・ジ ロー

石川 和伴(個 人会員 北海道新聞出身)

ヒマラヤ ・トレッキ ングの本です 、どこか らでも

好 きなところか ら読んでみて くだ さい、、

文章 と写 真を見開 きで一体化 させた新 しいタイプ

のエ ッセー ・フォトです.旨プロの写真家ではあ りま

せ んが、文章はそれぞれ書 く入の思いが濃縮 されま

す。その文章にふ さわ しい写真が1枚 ずつあれば、

雷葉の行間をさらに強化 してくれると思 います。

「文写.一・体化」 したエ ッセーがで きれば、明解 な

臨場感を味わってもらえれば幸いです。

(ア ジァ通信 ・2500円)

▼HP蒼 宥 への道 ヒマ ラヤン ・ブルー

URL:http:〆 〆www,geociliesjp/hirllalayanblue21/
一 一 一一.ノ

◇ 将棋 の会◇5月14H(土)

安 食総 了・女流初段 との指導耕局に5人 が挑 戦。下記の

3人 がそれぞれ3時 間を超える熱戦をものにしました。

平r:白 木東洋氏 安原.彰雄氏 二枚 落ち:i」比野和幸氏

○ 囲碁 の会●5月28日(..ヒ)

例 会には20人 が参加.調 ∫・の良 し悪 しが比較的 はっき

り出た 日で した1宮 沢昭二郎、荒井忠男、友田錫、相川

誠一、三 ッ野充蔵の5氏 が全勝。他に 日比野和幸、吉川

真澄の両氏 も好成績で した,一 方、5氏 が自星 ナシ,さ

て次回(6月25日 〕 は恒 例の夏季 大会です.、成績の良か

った方はその ままの調子で、それ以外の方は心機一転、

健闘を祈 ります。

〔16}
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バ ー 、 レス トラ ン.、宴会

予約電話 和食3503-2723洋 食350a2766

6月 は真珠 〈コクテルチキータ>

6月 は結婚、家族の守護女神 ジュノ

ーに捧げる とい うこ とからJUNEに な

りました。誕生石は健康 と長寿 ・富の象徴 とさ

れ る 真 珠 で す 。 テ キ ー ラ 、 グ レー プ フ ル ー ツ ジ ュ ー ス な

ど で ア レ ン ジ し ま し た 。

鰻懐 石 コー ス 〔7月1「1ま で)

先 付1鰻 、 じゅん さい お椀:鰐 くず打ち、小

メロン 生 もの:鰹 湯 びきほか2点 焼き物:

燈南部焼 き 冷や し煮物:鰻 紀州漬 け、小茄子、冬瓜

揚 げ物:短 グリーンアスパ ラ巻揚げ 食事:燈 御飯 廿

味:ア イスクリーム これに冷酒がついて5250円 です.⊃

初 夏 恒例 千 倉産 ア ワ ビの ステ ー キ コー ス

(8月5日 まで〉

前菜:真 鯛のカルパ ッチ ョ スープ:冷 製クリ

一 ム ポ テ トス ー ブ メ ー ン;千 倉 魔 ア ワ ビ の ス テ ー キ

ハ ー ブ ソ ー ス と 夏 トマ ト デ ザ ー ト:季 節 の フ ル ー ッ の

ゼ リ ー と バ ニ ラ ア イ ス の 盛 り合 わ せ こ れ に グ ラ ス ワ イ

ン 、 パ ン 、 コ ー ヒ ー が つ い て6300円 で す 。

お手 軽 な宴会 プ ラ ンが お す す め(7月1日

～9月2日)

夏の 異動期に合わせて割安なパーテ ィープラン

の メニューを・・新 しました,、社内はもちろんのこ

と同級会などのプライベー トな会合にもご利用 ください、,

お ひとり35⑪0円で メニューは ド記のように盛 りだ くさ

んです。飲み物 と部屋代は別料金ですが、⊥500円を プラ

スしてフリー ドリンク(2時 間)に することもできます=

また、お酒の持ち込みは無料です。10人 か らお受け しま

す。予約は3503-2724の 貸室担当まで。

メニューはマ グロのステーキ胡麻風II未サ ラダ、黒豚 ロ

ース肉の冷 シャブ風 など冷製5品 、夏野菜 と トマ トのチ

ー ズグラタン、地鶏 もも肉のハープとにんに くの ピリ辛

焼 きなど温製5品 。これにに ぎり寿司とそばがつ きます,、

ク ラ ブ の 電 鮨 蚕 イ ヤ ル イ ン

和 食 レ ス ト ラ ン(9階1ク ラ ブ 行 事 へ の 申 し込 み

35(13-272335〔,3-2722

洋 食 レ ス ト ラ ン(10階)会 員 事 務

3503-27663503-2725

貸 室 予 約 、宴 会 打 ち 合 わ せ 経 理

3503-27243503-2728

受 付 会 兇 申 し込 み ア ド レ ス

35〔}3-2721kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会

委貝長;住 田良能

委 貝=永 井多恵千 中園龍.二 僑場義之

福沢亜夫 布施優子 仙石伸 也

連 絡=長 谷川和子 本庄五月

(電 話03-3503-2752FAXO3-3503-7271)

・ホームペ ージを立 ち あげます

9月 を めどに クラブのホームペー ジを 、}1ちあげま

す.目 ド,準 備作業をすすめていますが、当面は主

に、次の2点 に重点を置 きます、.

① 『資料 コーナー、をつ くり充実 してい る研究 会

の内容をデー タベー ス化 し、持 ち場を離れ られない

ため出席が難 しい.線 記者べ・地方会 員の参考に供 し

ます。登il小平や昭和 κ皇の会見 といった歴 史rl勺なも

のもこれに加 えるほか.会 報既載の 「クラブゲス ト.1

や 「.デス ト年表1も この コーナーに人れる予定です.,

¢クラブの概 要を紹介す る英語バー ジョンをつ く

り、事務局が直接、海外のニュースソースと折衝す

るときの補助材'料に します..

なお、会報に掲載 した 「書いた議 潜か なかった

話」「ワー キングプ レス」「地方発 」一リレーエ ッセ
ー」「試写 会」 なども7談 話室』 の ようなコーナー

をつ くり紹 介したい と考えていますので、ご協力願

い ます、.

〈計 報 〉

松岡新鬼会員 〔NHK出 身、74歳}が4月1811大 腸が

んのため、後藤 文康 会疑1朝 日出身、77歳)が 同19日 肝

臓がんのため、古野雅.庭会員 供 同出身、72歳}が5月

2511肺 炎のため死去 され ました.、.謹んでお悔やみ 申しあ

げます,.

〈 会 員現 況 〉 法人会員147祉 基本 会貝807人

個 人会貝L655人 法 人 ・個人賛助 会員74社182人

特 別賛助 会員71人 名誉 ・功労会興10人

計221社2,725人

今 後 の 行 事 予 定(6/3現 在)

6.17(金}i5:00-16:30〔101箸 司{一 ノレ)

シ リー ズ研 究 会 「中 東 ベ ー シ ッ ク:5欧 州 と

i桝 〔」

内 藤1E典 ・一橋 大 学 大 学 院 教 授

6.20〔 月)12;3〔}～14:0{〕 〔10階 ホ ー ル}

北 城 恪 λく郎 経 済 同 友 会 代 表 幹 事 昼 食 会

6.22〔 水)15:00-16:30q〔 〕1塒ボ ー,の

ツ ー ラ ・ハ ー テ ィ ネ ン ・フ ィ ン ラ ン ド教 育

相 記 者 会 見

7,5{火ll5:00～.16:30〔 宴 会 場)

シ リ ー ズ研 究 会 「中 国 経 済 ㊤1

呉 軍.醸 「1.本総 合 研 究 所 ヒ海 事 務 所 長

7.ll(ナ1〕15:00.-16:30〔101楷 ホ ー 」レ}

シ リ ー ズ研 究 会 「中 国 経 済 ② 」

服 部 健 治 愛 知 大 学 教 授

7.15〔 金}15:00～16130〔10階 ホ ー7の

シ リ ー ズ研 究 会 「東 ア ジ ア 兵 國 体畑 」

岡崎 久 彦 元 駐 タ イ 大 使

7.20〔 水)15:00-16:30〔1()階 ホ ー ル}

シ リ ー ズ 研 究 会 「中 国 経 済1氏

濃 辺 博 史 財 務 官

7.29〔 金114:30-i6:〔,0(101鰭=」;一 ノレ1

北 尾 吉 孝 ソ フ トバ ン ク ・.fン ベ ス ト メ ン ト社

長 記 者 会 見

行 事 案 内 専 用 電 話3503-3764

LI時 の 変 更 な ど も含 め 、 最 新 の ク ラ ブ 行 事 を テ ー プ で

お 知 らせ し て い ます,

1:17)
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